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１０
月
２８
日
、
鴨
島
公
民
館
を
主
会
場

と
し
て
、
吉
野
川
文
化
探
訪
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
、
約
８
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

午
前
中
、
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

め
ぐ
る
「
清
流
の
里
め
ぐ
り
バ
ス
ツ

ア
ー
」
が
行
わ
れ
、
約
２０
人
の
参
加
者

が
阿
波
和
紙
の
紙
す
き
体
験
や
美
郷
ほ

た
る
館
の
見
学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

同
日
午
後
、
開
会
式
に
つ
づ
い
て
、

市
内
の
小
学
生
と
徳
島
邦
楽
集
団
に
よ

る
「
ホ
タ
ル
の
歌
」
合
同
演
奏
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ホ
タ
ル
の
光
が
飛
び
交
う

夜
空
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
幻
想
的
な
演
出

を
背
景
に
、
児
童
の
語
り
が
リ
コ
ー
ダ

ー
や
箏こ
と

の
音
色
と
調
和
し
、
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。

対
談
で
は
、
写
真
家
の
み
や
こ
う
せ

い
さ
ん
と
児
童
文
学
作
家
の
原
田
一
美

さ
ん
が
、
吉
野
川
へ
寄
せ
る
思
い
や
、

生
命
を
は
ぐ
く
む
水
の
大
切
さ
を
訴
え

ま
し
た
。

１０
月
２７
日
か
ら
１１
月
４
日
ま
で
の
９
日
間
、
県
内
各
地
で
、
第
２２
回
国
民
文
化

祭
・
と
く
し
ま
２
０
０
７
が
開
催
さ
れ
、
吉
野
川
市
会
場
で
は
「
吉
野
川
文
化
探

訪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、「
吉
野
川
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
２
つ
の
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鳴
門
市
出
身
の
タ
レ
ン
ト
羽
連
は

れ

ゆ
か

り
さ
ん
と
阿
波
原
人
こ
と
市
職
員
岡
田

祐
子
さ
ん
は
、
県
外
か
ら
来
た
お
遍
路

さ
ん
と
徳
島
の
女
性
の
や
り
と
り
を
コ

ン
ト
風
に
演
じ
、
阿
波
の
方
言
に
よ
る

行
き
違
い
が
観
客
の
笑
い
を
誘
い
ま
し

た
。ホ

タ
ル
絵
手
紙
展
表
彰
式
で
は
、
小

学
生
か
ら
一
般
の
部
ま
で
、
力
作
を
出

品
し
た
入
賞
者
へ
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
は
、
全
国

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
約
２
５
０
０
枚
の
ホ

タ
ル
の
絵
手
紙
が
展
示
さ
れ
、
参
加
者

が
足
を
止
め
て
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

鴨
島
体
育
館
に
設
置
し
た
「
子
ど
も

お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
参
加
者

が
親
子
で
ホ
タ
ル
籠か
ご

を
作
っ
た
り
、
大

学
生
か
ら
工
作
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り

し
て
、
夢
中
で
遊
び
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、
参
加
者
全
員
で

「
水
を
大
切
に
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
書
か
れ
た
風
船
を
飛
ば
し
て
、
環
境

保
護
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。
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吉
野
川
文
化
探
訪

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

清流の里めぐりバスツアーでは、阿波和紙
会館で参加者が手すき和紙を体験しました市内の小学生と徳島邦楽集団によるホタルの歌の合同演奏

吉野川の雄大さ、水の大切さを語る原田一
美さん（中央）とみやこうせいさん（右）

趣向を凝らした作品で入賞したホタル絵手紙
展表彰受賞者大学生と一緒に工作にチャレンジ！

阿波弁の魅力満載のコント「おもっしょ
いでよ！　阿波のコトバ」

環境保護を訴えるメッセージが、大
空へ向けて放たれました
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１１
月
４
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
吉
野
川
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
、
約
１
５
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
市
内
の
中
・

高
・
大
学
生
に
よ
る
創
作
ジ
ャ
ズ
オ
ペ

ラ
「
つ
つ
じ
姫
」
で
幕
を
開
け
、
ア
マ

チ
ュ
ア
バ
ン
ド
と
ゲ
ス
ト
バ
ン
ド
計
１３

団
体
が
、
約
６
時
間
に
わ
た
り
力
強
い

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

県
内
で
活
躍
す
る
バ
ン
ド
の
ほ
か
、

岡
山
県
や
茨
城
県
な
ど
、
県
外
か
ら
も

多
数
の
バ
ン
ド
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
が
光
る
演
奏
に
、
客
席

か
ら
は
た
び
た
び
手
拍
子
が
起
こ
り
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ジ
ャ
ズ
の
本
場
ア
メ
リ
カ
か

ら
は
元
グ
レ
ン
・
ミ
ラ
ー
楽
団
所
属
の

ボ
ー
カ
リ
ス
ト
、
ロ
イ
ド
・
シ
ャ
ー
ド

さ
ん
が
招
か
れ
、
地
元
徳
島
の
ビ
ッ
グ

バ
ン
ド
「
ザ
・
サ
ニ
ー
サ
イ
ド
ジ
ャ
ズ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
と
共
演
し
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
バ
ン
ド
と
し
て
出
演
し
た

「
高
橋
達
也
＆
ジ
ャ
ズ
グ
ル
ー
ビ
ー
ズ
」

は
、
プ
ロ
の
高
い
技
術
で
繊
細
か
つ
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
奏
を
披
露
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ソ
ロ
演
奏
に
は
、
満
員
の
観
客

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
来
年
度
国
民
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
る
茨
城
県
結
城
市
・
小
美

玉
市
の
視
察
者
へ
、
す
だ
ち
く
ん
の
人

形
が
贈
ら
れ
、
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

吉
野
川
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ジャズの見せ場の一つである、
迫力満点のソロ演奏

船窪のツツジにまつわる物語を創作劇にしたジャズオペラ

アメリカでプロボーカリス
トとして活躍するロイド・
シャードさん

来年度国民文化祭が開催される茨城県結
城市・小美玉市へバトンタッチ

満員の観客が酔いしれた、国内屈指のプロ演奏者たちによる生演奏

県内からは地元徳島大学のフル
バンド部も参加しました

←↑県外のバンドも多数参加し、さまざまなパフォー
マンスを見せてくれました



固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
（
賦
課
期
日
と
い
い
ま
す
）
に
、

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を
所
有

し
て
い
る
方
が
、
そ
の
固
定
資
産

の
所
在
す
る
市
町
村
に
納
め
る
税

金
で
す
。

公
平
・
適
正
な
課
税
の
た
め
、

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
申
告
や
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
ま

た
は
耐
震
改
修
工
事
を
行
っ
た
場

合
一
定
要
件
を
満
た
す
場
合
、
翌

年
度
の
当
該
住
宅
の
固
定
資
産
税

が
減
額
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
減

額
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
未
登
記
家
屋
の
名
義
変
更
を
行

っ
た
場
合

法
務
局
で
登
記
し
て
い
な
い
家

屋
の
名
義
変
更
を
行
っ
た
場
合

は
、「
納
税
義
務
者
変
更
願
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
書
類

に
は
新
旧
両
名
の
印
鑑
証
明
書
お

よ
び
原
因
証
書
等
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

●
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
へ亡

く
な
ら
れ
た
方
の
口
座
を
口

座
振
替
で
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
口
座
閉
鎖
に
よ
っ
て
口
座
振

替
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
金
融

機
関
で
口
座
振
替
変
更
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
納
税
義
務
者
の
方
が
死
亡
さ
れ

た
場
合

納
税
義
務
者
の
方
が
死
亡
さ
れ

た
と
き
は
、
相
続
人
の
方
が
納
税

義
務
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
法
務
局
（
登
記
所
）
で
相
続

登
記
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、

相
続
人
の
代
表
者
を
決
め
て
い
た

だ
き
、
固
定
資
産
税
を
納
め
る
方

の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
届
け
出
が
な
い
場
合
お

よ
び
相
続
人
不
明
の
場
合
は
、
調

査
に
よ
っ
て
「
現
に
所
有
す
る
者
」

を
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●
土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た

場
合宅

地
課
税
さ
れ
て
い
る
土
地

は
、
そ
の
土
地
の
利
用
状
況
に
よ

っ
て
税
額
が
異
な
り
ま
す
。
店
舗

や
事
務
所
等
か
ら
住
宅
に
改
築
し

た
場
合
や
、
住
宅
用
地
か
ら
住
宅

用
地
以
外
に
利
用
状
況
を
変
更
し

た
場
合
は
「
住
宅
用
地
異
動
申
告

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

平
成
１９
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合
は
、「
家
屋
取
り
こ
わ
し

申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ら
ず
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お

け
る
資
産
の
状
況
等
に
つ
い
て
、

１
月
３１
日
ま
で
に

申
告
す
る
こ

と
が
地
方
税
法
で
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

申
告
期
間
　
１
月
４
日
貊
〜
３１

日
貅

受
付
場
所

税
務
課
（
市
役
所
１

階
）、
支
所
地
域
課
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）

申
告
書
が
必
要
な
方
は
、
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会
社
や
個
人
で
工
場
・
商
店
等

を
経
営
し
て
い
る
方
や
、
駐
車

場
・
ア
パ
ー
ト
等
を
賃
貸
し
て
い

る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用

い
る
構
築
物
・
機
械
器
具
・
備
品

等
の
有
形
資
産
を
償
却
資
産
と
い

い
ま
す
。

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
資
産

の
多
少
や
異
動
の
有
無
に
か
か
わ

2007年（平成19年）12月12日
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固定資産税に 
ついての 
お知らせ 

固定資産税に 
ついての 
お知らせ 

◆
事
業
を
行
っ
て
い
る
方

は
、
償
却
資
産
の
申
告
を
！

◆
次
の
よ
う
な
場
合
は
届
け

出
等
が
必
要
で
す

◆償却資産の一例◆ 

飲食店 

工場 

建設業 

理容業・美容業 

病院 

小売店 

農業・漁業 

アパート経営 

厨房設備、カラオケセット、看板など 

各種製造設備、受変電設備など 

パワーショベル、ポータブル発電機、コピー機など 

理・美容いす、洗面設備、看板など 

ベッド、手術台、各種医療装置など 

商品陳列ケース、冷蔵庫、レジなど 

田植機、ビニールハウス、漁船など 

アスファルト舗装、電灯、エアコン、フェンスなど 

※課税（申告）対象とならないものもあります。不明な場合は税務課まで 
　お問い合わせください。 

ちゅうぼう 



ＱＱＱＱ
１１１１

わ
た
し
は
、
平
成
１９

年
２
月
に
自
己
所
有
の
土

地
家
屋
の
売
買
契
約
を
締
結
し
て

所
有
権
移
転
登
記
も
済
ま
せ
ま
し

た
が
、
平
成
１９
年
度
の
固
定
資
産

税
納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
。

平
成
１９
年
度
は
わ
た
し
が
支
払
わ

な
い
と
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？ＡＡＡＡ

平
成
１９
年
度
の
固
定
資

産
税
は
、
あ
な
た
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
固
定
資
産
税
は
賦
課

期
日
（
毎
年
１
月
１
日
）
現
在
、

登
記
簿
に
所
有
者
と
し
て
登
記
さ

れ
た
方
に
対
し
、
当
該
年
度
の
固

定
資
産
税
を
課
税
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
な
お
、
売

り
主
と
買
い
主
の
間
で
固
定
資
産

税
を
月
割
り
按
分
あ
ん
ぶ
ん

し
て
負
担
す
る

場
合
の
月
数
計
算
に
つ
い
て
は
、

固
定
資
産
税
は
年
税
で
あ
る
た
め

特
に
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

最
近
で
は
、
税
負
担
を
め
ぐ
る

地
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

用
語
解
説

※
１
　
課
税
標
準
額
…
本
来
は
評

価
額
と
同
額
で
す
が
、
土
地
に
つ

い
て
税
負
担
の
調
整
措
置
が
適
用

さ
れ
る
場
合
は
、
課
税
標
準
額
は

評
価
額
よ
り
も
低
く
算
定
さ
れ
ま

す
。
課
税
標
準
額
に
税
率
（

％
）

を
乗
じ
た
も
の
が
税
額
と
な
り
ま

す
。

※
２
　
免
税
点
…
市
町
村
の
区
域

内
に
同
一
人
が
所
有
す
る
土
地
、

家
屋
、
償
却
資
産
の
そ
れ
ぞ
れ
の

課
税
標
準
額
の
合
計
が
左
記
の
金

額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
固
定

資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課
　
資
産
税
係

蕁
澤
２
２
１
５

等
に
つ
い
て
は
、
毎
年
少
し
ず
つ

課
税
標
準
額
が
上
昇
し
て
い
る
の

で
税
額
が
毎
年
上
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
課
税
標
準
額
の
上
昇
に

よ
り
今
ま
で
免
税
点
（
※
２
）
未

満
だ
っ
た
土
地
が
免
税
点
を
超
え

て
、
課
税
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
土

す
る
た
め
、
な
だ
ら
か
に
課
税
標

準
額
（
※
１
）
を
上
昇
さ
せ
る
負

担
調
整
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
評
価
額
と
課
税

標
準
額
と
の
間
に
大
き
な
開
き
が

生
じ
る
こ
と
に
な
り
、
本
来
の
課

税
標
準
額
に
達
し
て
い
な
い
宅
地

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、
だ
れ
が

ど
の
よ
う
に
負
担
す
る
か
契
約
書

に
明
記
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

固
定
資
産
税
は
買
い
主
の
月
割
分

の
み
を
分
割
し
て
買
い
主
に
納
税

通
知
書
を
送
付
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

ＱＱＱＱ
２２２２

毎
年
地
価
が
下
が
っ

て
い
る
の
に
、
土
地
の
税

額
が
毎
年
上
が
っ
て
い
る
の
は
な

ぜ
で
す
か
？

ＡＡＡＡ
平
成
６
年
度
に
、
評
価

の
均
衡
を
図
る
た
め
、
宅

地
等
の
評
価
水
準
を
全
国
一
律
に

地
価
公
示
価
格
等
の
７
割
を
め
ど

と
す
る
評
価
替
え
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
そ
れ
ま
で
評
価
水
準
が
市

町
村
ご
と
に
ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
の

で
、
各
宅
地
等
の
評
価
額
の
上
昇

割
合
に
も
ば
ら
つ
き
が
生
じ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
こ
の
評
価
替
え
に
よ
っ

て
税
負
担
が
急
増
し
な
い
よ
う
に
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よ
く
あ
る
質
問ＱＱＱＱ

＆
ＡＡＡＡ

価格 

S63 H3 H6 H9 H12 H15

地価と固定資産
評価額の深刻な
地域格差があり
ました。 

全国一律で「7割評価」
で統一しました。 

評価水準が低かったため、
地価が下がっても課税 
標準額は上昇しています。 

地価公示等 
地価水準 

固定資産 
評価額 

課税標準額 
（＝税負担） 

なだらかに上昇中 

評価額の上昇 
全国で約3倍から5倍に 

◆宅地等の固定資産評価額と課税標準額の関係（イメージ図）◆ 

１.４

だれが税金を
支払うの？

地価が下がっているのに、
なぜ、税額が上がるの？

《 免 税 点 》 

土　　地 

家　　屋 

償却資産 

   ３０万円 

   ２０万円 

 １５０万円 
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～平成19年から税源移譲によって、所得税・住民税（市・県民税）が変わっています。～

平
成
　
年
か
ら
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
、 

所
得
税
・
住
民
税（
市
・
県
民
税
）が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
 

19

身
近
で
よ
り
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、国
（
所
得
税
）
か
ら
地
方

（
住
民
税
）へ
の
「
税
源
移
譲
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 

そ
れ
に
伴
い
、ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
平
成
１９
年
１
月
か
ら
所
得
税
が
減
り
、

そ
の
分
６
月
か
ら
住
民
税
が
増
え
て
い
ま
す
。
 

申告が 必要です！ 

申告が 必要です！ 

所得税から住宅ローン 
控除額を引ききれ 
なかった方 

平成19年に所得が減って 
所得税が課されなく 
なった方 

控除しきれなかった分は 
住民税（所得割）から控除されます。 
税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅ローン控除額が
減る場合があります。平成18年末までに入居し、所得税の住宅ローン
控除を受けている方で、所得税から控除しきれなかった額がある場合は、
翌年度の住民税（所得割）から控除できます。 

所得変動に伴う住民税の還付を受ける 
ためには申告が必要となります。 

平成19年度分住民税を課税した平成19年1月1日現在お住まいの

市区町村へ減額申告書を提出してください。他の市区町村へ転居された

方は申告先をお間違えにならないようご注意ください。 

税源移譲により、所得税率の変更による税負担の軽減の影響は受けず、

住民税率の変更による税負担の増加の影響のみを受ける方については、

すでに納付済の平成19年度分の住民税額から、税源移譲により増額と

なった住民税相当額を還付します。 

申告期限 

平成20年 
3月17日 
まで 

平成20年 
3月17日 
まで 

申告期間 

申告先 

平成20年 
7月1日～31日 

まで 

平成20年 
7月1日～31日 

まで 

平成19年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合、平成20年3月17日までに、平成20年1月1日
現在お住まいの市区町村へ「市町村民税道府県民税 住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。 

住宅ローン 
控除可能額 

納付すべき 
所得税額 

所得税 
住宅ローン 
控除額 

これまで所得税から控除できた住宅ローン控除額が減少 

措 

置 

所得税額 
が減少 

住民税住宅 
ローン控除額 
住民税住宅 
ローン控除額 

控除しきれ 
なかった額 
控除しきれ 
なかった額 

所得税額 

住宅ローン 
控除可能額 

納付すべき 
住民税額 

所得税額 

平成20年以降、住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、 
毎年申告が必要となります。 

税源移譲前 税源移譲後 

減少 

所得税から控除しきれなかった住宅ローン控
除額を翌年度の住民税（所得割）から控除 

住宅ローン 
控除額 

住民税の住宅ローン控除の適用を受ける方 

所 得 税 の 確 定 申 告 を さ れ な い 方  

所 得 税 の 確 定 申 告 を さ れ る 方  

住宅借入金等特別税額控除申告書の提出方法 

源 泉 徴 収 票 を 添 付して 市 区 町 村 へ 提 出  

所得税の確定申告書とともに税務署へ提出  

本
来
納
付
す
べ
き
住
民
税
額 

平成19年1月1日現在 
お住まいの市区町村 

申告が 必要です！ 

申告が 必要です！ 
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～平成19年から税源移譲によって、所得税・住民税（市・県民税）が変わっています。～

  税源移譲により 
  増額となった 
住民税額 

（減額となった所得税額） 

平成18年中の 
所得に対して課税 

平成18年（度） 

平成19年（度） 

所得変動が 
ない場合 

所得変動が 
あった場合 

平成19年（度） 

平成19年中の 
所得に対して課税 

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。 

税源移譲により増額となった 
住民税相当額が還付されます。 還付 

申告により 

所得税 

所得税 

住民税 

住民税 

所得税 
非課税 住民税 

「住民税の住宅ローン
控除額の金額はどう決
まるの？」 

「住民税の住宅ローン控除額」
は、「住宅ローン控除可能額」
と「税源移譲前の税率を用い
て算出した所得税額」のいず
れか少ない金額から「所得税
の住宅ローン控除額」を差し
引いた金額となります。 

　
吉
野
川
市
で
は
、所
得
変
動
に
伴
う
住
民
税
の
還
付
制
度
の
該
当
者
に
は

平
成
２０
年
６
月
下
旬
に
、個
別
に
申
請
書
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。（
た
だ

し
、平
成
１９
年
中
に
転
出
入
を
さ
れ
た
方
、所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
方

を
除
き
ま
す
）
 

　
詳
し
く
は
税
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
１２
月
中
旬
か
ら
『
市
町
村
民
税
道
府
県
民
税
　
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
』の
「
確
定
申

告
書
を
提
出
す
る
納
税
者
用
」
お
よ
び
「
確
定
申
告
書
を
提
出
し
な
い
納
税
者
用
」
を
税
務
課
（
市
役
所
１

階
）
窓
口
に
備
え
付
け
る
予
定
で
す
。
 

  

「
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
納
税
者
用
」
に
つ
い
て
は
、税
務
署
窓
口
に
も
設
置
す
る
予
定
で
す
。
 

「どういう場合に、住民
税の住宅ローン控除
の対象となるの？」 

給与所得者の方については、
平成19年分の給与所得の源
泉徴収票の摘要欄に「住宅借
入金等特別控除可能額」が記
載され、この金額が源泉徴収
票の「住宅借入金等特別控除
の額」より大きい場合に、住民
税の住宅ローン控除の対象と
なります。 

「平成19年以降に入居
した場合は？」 

「住民税の住宅ローン控除」
の適用はありません。 
別途、所得税において、新たな
住宅ローン控除制度の特例が
設けられましたので、所轄の
税務署にお問い合せください。 
「従来の方式」と「控除率を引き下げ
て控除期間を延長する方式（10年か
ら15年に延長）」の選択制をとる特例
が創設されています。 

住宅ローン控除 

※平成19年中に亡くなられた方や海外へ転出されて平成20年1月1日現在国内に居住されていない方
には、この経過措置は適用されません。 
※この経過措置の対象となる方は、住民税と所得税の人的控除（配偶者控除、扶養控除、基礎控除など）額
の差の合計額が、平成20年度の住民税の合計課税所得金額（課税長期譲渡所得等の金額がある場合は、
これらの金額を合計した金額）以上になる方に限られます。したがって、寄附金控除額などの人的控除以
外の控除額が増加したり、住宅ローン控除などによって所得税が課税されなくなったりした方には、この
経過措置は適用されません。 

（単位：円） 

申告しないと… 申告すれば… 
税　額 

263,000
196,000
459,000

住宅ローン控除額 

263,000
0

263,000

負 担 額 

0
196,000
196,000

所得税 

住民税 

合　計 

税源移譲前 

住宅ローン控除額が減少しないよう、 
住民税（所得割）から控除します。 

控除額が減少し、負担が増加する。 

税　額 

165,500
293,500
459,000

住宅ローン控除額 

165,500
0

165,500

負 担 額 

0
293,500
293,500

税　額 

165,500
293,500
459,000

住宅ローン控除額 

165,500
97,500

263,000

負 担 額 

0
196,000
196,000

所得税 

住民税 

合　計 

税源移譲後 

所得税 

住民税 

合　計 

税源移譲後 

※夫婦＋子ども２人の場合で子どものうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。 
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。 
※住宅ローン控除額は、一定の条件で試算した場合の例です。 

住宅ローン控除モデルケース 
●夫婦＋子ども2人  給与収入700万円（住宅ローン控除可能額：27万円）の場合● 

所得税 

住民税 

合　計 

平成18年（度） 平成19年（度） 

220,000

130,000

350,000

122,500

227,500

350,000

（単位：円） 

所得変動のモデルケース 
●夫婦 給与収入500万円の場合● 

所得税 

住民税 

合　計 

平成19年（度）　収入なし 

差　額 

0

227,500

227,500

0

130,000

130,000

0

97,500

97,500

税源移譲前の 
税率を適用 

税源移譲後の 
税率を適用 

還付されます！！ 

平成19年の収入が 
減少した場合 

問い合わせ　市税務課  蕁筱2215
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●損害保険料控除 ●損害保険料控除 ◆対象 ： 住宅や家財などの生活用資産の損害保険料や身体の傷害に関する損害保険料 
平成19年度課税分まで 控 除 内 容 

●地震保険料控除 ●地震保険料控除 ◆対象 ： 住宅や家財などの生活資産の地震保険料 
平成20年度課税分から 

住民税の老年者非課税措置廃止の経過措置がなくなります。 
65歳以上の方（昭和15年1月2日以前に生まれた方）に適用されていた非課税措置が、少子高齢化が急速
に進行するなかで、年齢にかかわらず公平に税負担を分かち合う観点から、平成18年度課税分以降廃止さ
れました。急激な税負担を軽減する経過措置として、平成18年度には税額の2/3、平成19年度には税額
の1/3が軽減されていましたが、平成20年度にはこの経過措置がなくなります。 

◆平成17年1月1日時点で65歳以上であった方へ◆ 

平成17年度 

モデルケース／70歳独身　年金収入200万円（年額） 

平成18年度 

平成20年度～ 

合計所得金額125万円以下の方 非  課  税 

課税は1/3

課税は2/3

全額負担 

老年者非課税措置の廃止 

税額の2/3を減額 
◆経過措置の第1段階として 

◎住民税 

・定率減税 

・経過措置 
◎所得税 

・定率減税 

　合　計 

　税　額 

税額の1/3を減額 
◆経過措置の第2段階として 

◆経過措置の廃止 

●住民税の老年者非課税措置廃止の経過 

平成19年度 

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。 
※年金収入200万円の方は、年金に係る控除を行った後の合計所得金額は125万円以下なので、経過措置が適用されます。 
※このほか、均等割が課税されます。 

（単位：円） 

平成20年度 
37,300 
ー 
ー 

17,400 
ー 

54,700 
54,700

平成19年度 
37,300 
ー 

△12,434 
17,400 
ー 

42,266 
42,200

平成18年度 
19,900 
△1,500 
△12,267 
34,800 
△3,480 
37,453 
37,400

平成17年度 
非課税 
ー 
ー 

34,800 
△6,960 
27,840 
27,800

近年多発している地震災害を受け、「地震災害に対する国民の自助努力による個人資産の保全を促進し、
地域災害時における将来的な国民負担の軽減を図る」目的で、損害保険料控除が改組され、地震保険料
控除が創設されました。 

長期損害保険 

短期損害保険 

長期損害保険と短期損害保険がある場合 
　長期損害保険料控除額と短期損害保険料控除額の合計 

（保険期間が10年以上で、かつ、満期返戻金のある契約のもの） 

（長期損害保険契約に該当する契約以外のもの） 

控除限度額 

住民税の地震保険料控除が創設されました！ 

10,000円 

2,000円 

10,000円 

地震保険料契約に関する保険料の1/2

【経過措置】 平成18年12月31日までに締結した長期損害保険契約については 
従前の損害保険料控除が適用されます。 

控除限度額 控 除 内 容 

25,000円 

25,000円 
地震保険料と長期損害保険がある場合 
　地震保険料控除額と長期損害保険料控除額の合計 
　（同一契約等の場合、どちらか一方を選択することになります） 

10,000円 

問い合わせ　市税務課  蕁筱2215

～平成19年から税源移譲によって、所得税・住民税（市・県民税）が変わっています。～
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ま
た
、「
お
話
が
し
た
く
て
も
足

が
悪
い
の
で
会
館
へ
い
け
な
い
」

と
い
う
住
民
か
ら
の
声
を
ヒ
ン
ト

に
、
今
年
度
か
ら
「
一
声
聞
き
訪

問
事
業
」
と
改
名
し
ま
し
た
。

「
元
気
を
訪
ね
て
」
と
題
し
た
手

作
り
の
名
刺
を
用
意
し
、
聞
き
役

と
し
て
訪
宅
し
、
従
来
の
エ
リ
ア

を
広
め
て
い
ま
す
。

１０
月
１４
日
に
は
湯
立
会
館
祭
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
書
道
、
大
正

琴
、
舞
踊
、
茶
道
な
ど
の
発
表
が

あ
り
、
特
に
お
手
前
（
抹
茶
サ
ー

ビ
ス
）
は
大
好
評
で
し
た
。
写
真

ク
ラ
ブ
、
銭
太
鼓
、
カ
ラ
オ
ケ
も

祭
り
に
花
を
添
え
、
学
習
会
の
発

表
で
は
感
動
の
あ
ま
り
全
員
が
涙

し
ま
し
た
。

ま
た
、
中
倉
茂
樹
さ
ん
に
よ
る

講
演
「
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
」
は
、

実
体
験
に
基
づ
く
も
の
で
、
人
々

の
人
権
意
識
の
高
揚
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

隣
保
館
は
、
開
か
れ
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
相
談
事

業
を
中
心
に
、
地
域
住
民
と
の
懇

親
や
周
辺
地
域
住
民
と
の
交
流
を

深
め
な
が
ら
人
権
問
題
の
解
決
を

図
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
県
よ
り
専
門
相
談
員

の
歯
朶
山
加
代
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、「
同
和
問
題
に
つ
い
て
」
の

講
演
会
を
開
催
し
、
そ
の
後
、
個

別
相
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
周
辺
地
域
住
民
の
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
拠
点
施
設
を

め
ざ
し
、
独
自
の
交
流
事
業
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）
蕁
澤
２
２
２
９

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
、
は
つ
ら

つ
ク
ラ
ブ
で
は
、
阿
波
踊
り
体
操
、

ス
テ
ッ
プ
台
体
操
、
料
理
、
折
り

紙
、
ヨ
ガ
な
ど
の
ほ
か
、
５
月
に

は
健
康
ウ
オ
ー
ク
を
開
催
し
、
途

中
で
寺
の
住
職
の
お
話
を
聞
く
な

ど
幅
広
い
楽
し
み
方
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

新
規
事
業
で
は
、
湯
立
会
館
を

主
に
山
川
公
民
館
、
山
瀬
地
区
公

民
館
と
の
共
催
事
業
と
し
て
「
ほ

の
ぼ
の
人
権
講
座
」
を
月
に
１
回
、

交
代
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の

講
座
で
は
「
怪
傑
！
　
講
師
団
」

か
ら
講
師
を
招
き
、
同
和
問
題
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

の
解
決
に
向
け
て
の
話
し
合
い
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
会
員
間
で
も

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
地
域
住
民
５
〜
６

人
を
対
象
に
「
一
声
か
け
訪
問
事

業
」
を
実
施
し
た
結
果
、
高
齢
化

が
進
み
、
会
館
に
来
た
く
て
も
歩

け
な
く
な
り
来
ら
れ
な
く
な
っ
た

方
が
大
幅
に
増
え
て
い
ま
し
た
。

人
権
と
ぴ
っ
く
す

「
地
域
住
民
の
拠
点
施
設
を

め
ざ
し
て
」

―
湯
立
会
館
―

湯立会館祭の様子

平
日

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５

時
１５
分
（
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま

で
受
け
付
け
）

第
２
土
曜
日

午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
４
時

※
日
曜
、祝
日
、１２
月
２９
日
貍
〜
１

月
３
日
貅
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
方

は
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
年
金
個
人
情
報
提
供
サ
ー
ビ

ス
」
で
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ

ー
ド
を
取
得
す
る
と
、
年
金
加
入

記
録
を
パ
ソ
コ
ン
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

蕁
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
１

市
国
保
年
金
課
　
国
民
年
金
係

蕁
澤
２
２
１
３

年
金
加
入
記
録
は
、
県
内
の
社

会
保
険
事
務
所
等
窓
口
の
ほ
か
、

専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

「
ね
ん
き
ん
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ

ル
」
で
は
、
相
談
者
の
基
礎
年
金

番
号
、
生
年
月
日
を
電
話
で
確
認

し
、
後
日
年
金
加
入
記
録
に
つ
い

て
の
回
答
表
を
郵
送
し
ま
す
。
即

座
に
加
入
記
録
を
お
伝
え
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
届
い
た
回
答

表
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
や
年

金
相
談
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル

蕁
０
１
２
０（
６
５
）７
８
３
０

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
、
２４
時
間

対
応
し
て
い
ま
す
。

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

蕁
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

※
通
話
料
金
は
、
一
般
の
固
定
電

話
の
場
合
、
市
内
通
話
料
金
で
利

用
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
だ
よ
り

年
金
加
入
記
録
の
確
認

電
話
相
談

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http
://w
w
w
.sia.g

o
.jp
/

）

へ
ア
ク
セ
ス

ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー
ド

が
到
着
（
郵
送
）

申
し
込
み

蚌
２
週
間
程
度

蚌
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と
び
出
さ
ず
　
み
ぎ
ひ
だ
り
み
ぎ
　
か
く
に
ん
だ

山
田
　
雅
史
（
上
浦
小
学
校
二
年
）

平成20年度から新しい　　　　　　　　　　　がスタートします 平成20年度から新しい　　　　　　　　　　　がスタートします 平成20年度から新しい　　　　　　　　　　　がスタートします 
健康診査（特定健康診査） 

保健指導（特定保健指導） 

吉野川市国保に加入している
わたしは、市が実施する健診を
受ければ、いいんですね！ 

わたしは75歳以上だから、
広域連合が実施する健診を
受ければいいんじゃな！ 

メタボリックシンド
ロームに着目！ 

生活習慣病を改善する
ための保健指導 

会社員の扶養家族になっている
わたしは、会社が実施する健診を
受けるんだね！ 

会社員の僕は、会社が実施する
健診を受ければいいんだ！ 

特定健康診査・特定保健指導っていうけど、どのように変わるの？ 

問い合わせ　市国保年金課  蕁筱2213

　平成２０年度から基本健康診査は、「特定健康診査」に変わります。 
　増え続ける医療費を抑制しつつ、国民の皆さんの健康を守るため、より効果的に生活習慣病を予防する
ことを目的としています。 

　７５歳以上の方は、平成２０年４月から「後期高齢者医療制度」へ移行し、各都道府県で組織する「広域連
合」が医療保険者となります。（広報よしのがわ７月号参照）健診についても、広域連合が実施する予定です。 
　※医療保険者…国民健康保険、国保組合、政府管掌保険、健康保険組合、共済組合など。 

●吉野川市国民健康保険に加入している40歳～74歳の方 
●その他の医療保険に加入している方（扶養家族も含む） 

→  吉野川市が実施する健診を受診 
→  各医療保険者が実施する健診を受診 

今後の健診は原則として、医療保険者（※）の責任で行われます。 

個別の病気を早期発見 
早期治療 生活習慣病の有病者・予備群を減少 

基本健康診査 

現　在 

特定健康診査 

平成20年4月から 



所
得
に
応
じ
て
、
７
割
、
５
割
、

２
割
の
３
種
類
と
な
り
ま
す
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
直
前
に
、
被
用
者
保
険
の
被

扶
養
者
で
あ
っ
た
方
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
本
人
に
保
険
料
負
担

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
激
変
緩
和
を
図
る
た
め
、
制

度
加
入
時
か
ら
２
年
間
、
所
得
割

は
課
さ
ず
、
被
保
険
者
均
等
割
の

み
を
課
す
こ
と
と
し
、
そ
の
額
を

５
割
軽
減
し
ま
す
。
な
お
、
こ
れ

と
は
別
に
平
成
２０
年
４
月
か
ら
９

月
ま
で
の
間
は
保
険
料
の
徴
収
は

さ
れ
ず
、
１０
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
の
保
険
料
は
９
割
軽
減
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

新
し
い
被
保
険
者
証
は
１
人
に

１
枚
交
付
さ
れ
、
平
成
２０
年
３
月

中
に
被
保
険
者
の
住
所
に
お
届
け

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
国
保
年
金
課

蕁
澤
２
２
１
３

蕭
澤
２
２
４
３

せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

１
人
ひ
と
り
の
保
険
料
額
に

は
、
賦
課
限
度
額
（
上
限
額
）
が

設
け
ら
れ
、
年
額
５０
万
円
に
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

賦
課
限
度
額
は
、
所
得
の
高
い

方
に
は
応
分
の
負
担
を
お
願
い

し
、
中
間
的
な
所
得
層
の
方
の
負

担
が
で
き
る
だ
け
抑
え
ら
れ
る
よ

う
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

綏

所
得
の
低
い
方
や
、
こ
れ

ま
で
保
険
料
負
担
が
な
く
こ
の
制

度
の
発
足
に
よ
り
新
た
に
負
担
が

発
生
す
る
被
用
者
保
険
の
被
扶
養

者
の
方
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

①
低
所
得
世
帯
に
属
す
る
被
保
険

者
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
均
等

割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

軽
減
さ
れ
る
割
合
は
、
世
帯
の

綏

１
人
ひ
と
り
の
保
険
料
は
、

被
保
険
者
全
員
に
等
し
く
負
担
し

て
い
た
だ
く
「
被
保
険
者
均
等
割

額
」
と
、
そ
の
方
の
所
得
に
応
じ

て
負
担
し
て
い
た
だ
く
「
所
得
割

額
」
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。

①
被
保
険
者
均
等
割
額
は
、
被
保

険
者
全
員
共
通
に
定
額
で
課
さ
れ

ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
の
低
い
方
な
ど

に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
均
等
割

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

②
所
得
割
額
は
、
被
保
険
者
ご
本

人
の
所
得
（
基
礎
控
除
後
の
総
所

得
金
額
）
に
、
所
得
割
率
（
徳
島

県
は
　
％
）
を
掛
け
た
額
と
な
り

ま
す
。

③
年
金
収
入
の
み
の
被
保
険
者
の

場
合
、
収
入
額
が
１
５
３
万
円
以

下
の
場
合
に
は
、
所
得
割
額
が
課
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こ
う
さ
て
ん
　
い
っ
た
ん
と
ま
っ
て
　
み
ぎ
ひ
だ
り

森
西
　
太
一
（
牛
島
小
学
校
二
年
）

  「徳島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例」が制定され、徳島県後期高齢者医療
における保険料率や賦課限度額などが定められました。 

徳島県後期高齢者医療広域連合の保険料率が決定しました 
平成20年4月から現行の老人保健制度が「後期高齢者医療制度」に変わります 

保険料　＝　被保険者均等割額（※）　＋　所得割額 

●保険料について　  被保険者均等割額  40,774円　  所得割率  7.43％ 

被保険者本人の基礎控除後の総所得金額等（基礎控除後の総所得金額）×所得割率（※） 

※被保険者均等割額および所得割率（保険料率）は、２年ごとに設定されます。 

綰
１．
わ
た
し
の
保
険

料
は
い
く
ら
に
な

る
の
？

綰
２．
保
険
料
の
軽
減

措
置
っ
て
？

保険料は 
　いくらになるの？ 

わたしは、 
所得が低いけれど、 
保険料の 
軽減措置って 
あるの？ 

７.４３
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飛
び
出
す
な
　
車
は
君
が
　
わ
か
ら
な
い

後
藤
田
　
有
里
絵
（
森
山
小
学
校
三
年
）

ナ
ン
テ
ン
は
、
本
州
か
ら
四
国
、

九
州
に
自
生
し
、
観
賞
用
な
ど
に

栽
培
さ
れ
て
い
る
常
緑
の
低
木
で

す
。初

夏
に
は
白
い
花
が
咲
き
、
晩

秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
赤
色
（
ま

れ
に
白
色
）
の
小
球
形
の
果
実
を

付
け
ま
す
。

葉
に
は
防
腐
効
果
が
あ
り
、
魚

料
理
に
添
え
ら
れ
た
り
、
赤
飯
に

乗
せ
た
り
す
る
の
も
、
こ
の
防
腐

効
果
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
実
は
南
天
実

な
ん
て
ん
じ
つ

と
い
う
生
薬
で
、

乾
燥
さ
せ
煎
じ
て
飲
む
と
咳
止
め

の
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。 川

島
薬
草
園

ナ
ン
テ
ン

メ
ギ
科〈表紙写真〉

社
会
の
慣
習
や
制
度
、
文
化
な

ど
に
よ
り
つ
く
ら
れ
た
性
差
の
こ

と
を
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
い
い
ま

す
。
女
性
だ
か
ら
、
男
性
だ
か
ら

と
い
う
理
由
で
自
由
な
選
択
が
で

き
な
い
社
会
は
、
平
等
な
社
会
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

社
会
制
度
上
だ
け
で
な
く
、
家

庭
や
職
場
、
学
校
な
ど
あ
ら
ゆ
る

場
で
の
慣
行
に
お

い
て
も
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
が
男
女
の
生

き
方
を
縛
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

□
男
の
子
の
外
泊
は
気
に
し
な
い

が
女
の
子
な
ら
絶
対
許
さ
れ
な
い

□
提
出
物
の
保
護
者
欄
に
は
、
母

親
で
な
く
父
親
の
名
前
を
書
く

□
仕
事
上
の
重
大
な
決
定
を
男
性

に
任
せ
て
し
ま
う

□
日
ご
ろ
の
親
せ
き
や
近
所
と
の

つ
き
あ
い
は
妻
任
せ
で
あ
る

□
男
の
子
が
身
な
り
を
気
に
し
、

お
し
ゃ
れ
だ
と
お
か
し
い
と
思
う

□
デ
ー
ト
の
費
用
は
男
性
が
負
担

し
た
ほ
う
が
よ
い

□
夫
よ
り
遅
く
妻
が
帰
宅
す
る
の

は
不
愉
快
だ
（
気
が
ひ
け
る
）

□
結
婚
し
た
男
性
が
家
事
や
介
護

を
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
か
わ

い
そ
う
に
な
る

い
く
つ
あ
て
は
ま
り
ま
し
た

か
。
チ
ェ
ッ
ク
の
数
が
多
い
ほ
ど
、

性
別
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
を
強
く

も
っ
て
い
ま
す
。

女
性
も
男
性
も
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
変
化
し
、
今
ま
で
の
よ
う
な

固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
た
生
き
方

で
は
、
お
互
い
の
可
能
性
を
十
分

に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

女
性
と
男
性
が
伸
び
や
か
に
生
き

る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
つ
く
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
秘
書
企
画
課

蕁
澤
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

ジ
ェ
ン
ダ
ー
っ
て
な
あ
に
？

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う

１０
月
３１
日
、
市
役
所
で
、
第
５

回
吉
野
川
市
の
ご
み
処
理
を
考
え

る
市
民
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
民
会
議
は
昨
年
１１
月
、
公
募

に
よ
る
市
民
や
自
治
会
連
絡
協
議

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
市
内
商
工
会
な
ど
の
関
係
者

３０
人
で
発
足
し
ま
し
た
。
全
体
会

議
の
ほ
か
「
ご
み
減
量
化
」「
ご

み
資
源
化
」「
ご
み
処
理
シ
ス
テ

ム
」
の
３
つ
の
分
科
会
を
設
置
し
、

合
理
的
か
つ
効
果
的
な
ご
み
の
処

理
方
法
や
対
策
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
で
は
「
吉
野
川
市

の
ご
み
処
理
に
関
す
る
提
言
」
と

し
て
、
具
体
的
な
提
案
を
ま
と
め

た
提
言
書
が
、
犬
伏
会
長
か
ら
川

真
田
市
長
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
委
員
は
提
言
に
関
す
る
意

見
や
要
望
を
直
接
市
長
に
伝
え
、

「
今
後
も
環
境
問
題
へ
の
関
心
を

も
ち
、
ご
み
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
市
民
と
行
政
が
協

力
し
な
が
ら
、
ご
み
の
減
量
化
と

資
源
化
に
向
け
て
具
体
策
を
実
行

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

提
言
書
は
公
表
し
て
い
ま
す
の

で
、
関
心
の
あ
る
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー

蕁
濆
５
６
９
７

ご
み
を
考
え
る
！

吉
野
川
市
の

ご
み
処
理
を
考
え
る

市
民
会
議

市民会議の検討結果をまとめた提言書が
提出されました

提言に関する意見や要望を市長に伝える委員

行
動
編

感
情
編



１１
月
１
日
、
飯
泉
県
知
事
が
鴨

島
公
民
館
を
訪
れ
、
吉
野
川
文
化

探
訪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
吉
野
川
市

会
場
で
開
催
さ
れ
た
ホ
タ
ル
絵
手

紙
展
の
作
品
を
観
賞
し
ま
し
た
。

１１
月
３
日
、
山
川
町
川
田
の
吉

田
定
一
さ
ん
が
百
歳
の
誕
生
日
を

今
年
も
四
国
電
力
株
式
会
社
か

ら
「
よ
ん
で
ん
グ
ル
ー
プ
ふ
れ
あ

い
旬
間
」
行
事
の
一
環
と
し
て
、

明
る
い
街
づ
く
り
に
役
立
て
て
、

と
防
犯
灯
３１
基
が
市
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
１０
月
２６
日
、
市
役
所
を

訪
れ
た
堤
鴨
島
営
業
所
長
と
高
田

脇
町
営
業
所
長
か
ら
、
市
長
に
目

録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

１０
月
１８
日
「
統
計
の
日
」、
徳

島
農
政
事
務
所
で
、
農
林
水
産
統

計
業
務
協
力
者
へ
農
林
水
産
大
臣

感
謝
状
の
授
与
が
行
わ
れ
、「
永

年
協
力
者
」
と
し
て
松
本
浩
さ
ん

（
鴨
島
町
在
住
）
が
感
謝
状
を
受

賞
し
ま
し
た
。

今
年
度
、
本
市
の
自
主
防
災
組

織
育
成
事
業
が
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
の
対
象
に
選
ば
れ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｖ
Ｔ
Ｒ

レ
コ
ー
ダ
ー
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ

ク
セ
ッ
ト
、
ス
ク
リ
ー
ン
が
整
備

１１
月
７
日
、
県
郷
土
文
化
会
館

で
、
平
成
１９
年
度
徳
島
県
更
生
保

護
事
業
関
係
者
顕
彰
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

徳
島
県
内
の
更
生
保
護
事
業
の

進
展
・
充
実
に
寄
与
さ
れ
た
保
護

司
な
ど
に
、
そ
の
功
績
を
顕
彰
し
、

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

吉
野
川
市
保
護
司
関
係
の
表
彰

を
受
け
ら
れ
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
敬
称
略
）

○
法
務
大
臣
表
彰

市
原
　
　
尚
（
川
島
町
）

○
四
国
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委

員
長
表
彰

河
野
　
憲
二
（
鴨
島
町
）

黒
崎
　
信
代
（
山
川
町
）

○
四
国
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表

彰喜
島
　
一
博
（
鴨
島
町
）

佐
藤
千
恵
子
（
鴨
島
町
）
内
助
功
労

○
徳
島
保
護
観
察
所
長
表
彰

杉
原
　
嘉
徳
（
山
川
町
）

梯
　
　
清
二
（
山
川
町
）

○
徳
島
県
保
護
司
会
連
合
会
長
表

彰河
野
　
尚
美
（
川
島
町
）

稲
原
　
一
生
（
山
川
町
）

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
非

核
・
平
和
都
市
宣
言
の
ま
ち
と
し

て
の
取
り
組
み
に
、
ご
理
解
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

吉
野
川
市
で
は
、
将
来
に
わ
た

っ
て
平
和
の
自
治
体
た
る
非
核
・

平
和
都
市
宣
言
を
決
議
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
役

所
前
に
懸
垂
幕
を
掲
示
し
ま
し

た
。
改
め
て
平
和
の
尊
さ
を
認
識

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の

収
入
を
財
源
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
整
備
さ
れ
た
機
器

は
広
く
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

目
と
耳
で
　
あ
な
た
の
安
全
　
確
認
し
て
ネ

藤
井
　
香
菜
（
鴨
島
小
学
校
三
年
）

犬のふんは持ち帰りましょう。飼い主としてのマナーを守りましょう。

き 

と 
ご 
で 
き 
ご 

と 
で 平

成
１９
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

平
成
１９
年
度
農
林
水
産
大
臣

感
謝
状
受
賞

今後、自主防災組織の活動
で役立つ機器目録を受け取る川真田市長

受賞者の松本浩さん

防
犯
灯
寄
贈

非
核
・
平
和
宣
言

市
役
所
前
に
掲
げ
ら
れ
た
「
非
核
・
平
和

宣
言
都
市
」の
懸
垂
幕

県
知
事
が

ホ
タ
ル
絵
手
紙
展
を
訪
問

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

川真田市長から説明を受ける飯
泉県知事（中央）

迎
え
（
明
治
４０
年
生
ま
れ
）、
市

や
県
か
ら
祝
い
状
や
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

吉
田
さ
ん
は
ひ
と
り
暮
ら
し
で
、

近
く
に
住
む
息
子
夫
婦
が
お
か
ず

を
持
っ
て
く
る
ほ
か
は
、
家
事
の

ほ
と
ん
ど
を
自
分
で
し
て
い
ま

す
。
窓
際
に
座
り
、
日
な
た
ぼ
っ

こ
を
す
る
の
が
好
き
で
す
。

誕
生
日
に
は
親
族
が
大
勢
集
ま

り
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
１７
人
（
女
性
１５
人
男
性
２

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

百歳の誕生日を迎えられた
吉田定一さん

平
成
１９
年
度
徳
島
県

更
生
保
護
事
業
関
係
者

顕
彰
式
典



１１
月
１６
日
か
ら
１８
日
、
吉
野
川

市
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

展
示
会
場
と
な
っ
た
川
島
体
育

館
で
は
、
生
け
花
や
陶
芸
、
書
道

な
ど
た
く
さ
ん
の
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
々
は
た
び

た
び
足
を
止
め
、
熱
心
に
鑑
賞
し

て
い
ま
し
た
。

演
芸
の
部
の
会
場
と
な
っ
た
鴨

島
公
民
館
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
は
、
舞
踊
や
コ
ー
ラ
ス
を

は
じ
め
た
く
さ
ん
の
演
芸
が
披
露

１１
月
１０
日
、
鴨
島
南
児
童
館
で
、

第
６
回
鴨
島
町
児
童
館
合
同
「
子

ど
も
ゆ
め
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

飯
尾
敷
地
小
学
校
金
管
バ
ン
ド

の
演
奏
で
始
ま
り
、
大
型
紙
芝
居

や
人
形
劇
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
模

擬
店
で
は
子
ど
も
た
ち
が
輪
投
げ

や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
を
し

た
り
、
ポ
テ
ト
や
う
ど
ん
を
味
わ

１１
月
９
日
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ

ー
で
、
第
４
回
美
郷
地
区
地
域
審

議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
で
は
、
吉
野
川
市

代
替
バ
ス
や
過
疎
地
域
自
立
支
援

促
進
特
別
措
置
法
に
つ
い
て
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

き
を
教
わ
り
ま
し
た
。

田
中
さ
ん
が
繰
り
出
す
難
易
度

の
高
い
模
範
演
技
に
、
小
学
生
か

ら
は
た
び
た
び
歓
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。

１１
月
１５
日
、
山
瀬
小
学
校
体
育

館
で
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
体
操
競

技
日
本
代
表
選
手
の
田
中
光
さ
ん

を
招
き
、
体
操
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

「
器
械
運
動
か
ら
学
ぶ
あ
き
ら

め
な
い
心
」
と
題
し
た
講
演
に
つ

づ
き
、
全
校
生
徒
と
一
緒
に
身
体

能
力
を
高
め
る
運
動
を
し
ま
し

た
。
ま
た
５
・
６
年
生
を
対
象
に

実
技
指
導
が
行
わ
れ
、
前
転
や
側

転
、
跳
び
箱
な
ど
の
基
本
的
な
動

今
年
も
１
１
９
番
の
日
で
あ
る

１１
月
９
日
か
ら
１
週
間
、
全
国
一

斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

１１
月
１２
日
・
１３
日
の
２
日
間
、

吉
野
川
市
で
は
、
消
防
団
・
徳
島

中
央
広
域
連
合
消
防
本
部
・
吉
野

川
警
察
署
合
同
に
よ
る
、
防
火
パ

レ
ー
ド
を
吉
野
川
市
全
域
で
実
施

し
ま
し
た
。

冬
の
寒
さ
の
訪
れ
と
と
も
に
、

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火
気
を
使
用
す

る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
１
人

で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
、
こ
の
運

動
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
火
気
の
取
り
扱
い
に
対
す
る

防
災
意
識
を
高
め
、
火
災
の
な
い

明
る
い
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
。

2007年（平成19年）12月12日
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

あ
ぶ
な
い
よ
　
は
な
し
に
む
ち
ゅ
う
の
　
と
う
下
校

井
内
　
洋
介
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
二
年
）

美
郷
地
区
地
域
審
議
会
を

開
催

審議会の様子

子
ど
も
ゆ
め
ま
つ
り

っ
た
り
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に

も
交
流
コ
ー
ナ
ー
で
、
天
寿
会
の

お
年
寄
り
と
ふ
れ
あ
い
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
を
教
え
て
も
ら

う
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
催
し
を
楽

し
み
、
最
後
に
阿
波
踊
り
を
踊
り

ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
に
、
川
島
高
校
・

鴨
島
商
業
高
校
・
鴨
島
第
一
中
学

校
の
生
徒
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
協
力
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

人形劇楽しかったよ！

何点取れたかな？

防
火
パ
レ
ー
ド

火の取り扱いには十分に注意しましょう

小学生に側転の実技指導を行う田中さん
展示会場の川島体育館では、力作ぞろいの作品
を、来場者が熱心に鑑賞していました

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の

体
操
教
室

吉
野
川
市
文
化
祭

さ
れ
、
観
客
は
多
彩
な
芸
能
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。



１１
月
３
日
、
市
役
所
で
、
平
成

１９
年
度
吉
野
川
市
表
彰
・
市
教
育

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

市
表
彰
は
、
本
市
の
政
治
、
経

済
、
文
化
、
社
会
な
ど
に
わ
た
っ

て
本
市
の
振
興
に
寄
与
し
、
功
績

が
顕
著
で
あ
っ
た
方
、
市
民
の
規

範
と
認
め
ら
れ
る
行
為
が
あ
っ
た

方
な
ど
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

市
教
育
表
彰
は
、
吉
野
川
市
立

小
・
中
学
校
に
長
年
に
わ
た
り
在

籍
し
、
顕
著
な
教
育
実
績
を
あ
げ

た
教
職
員
や
、
運
動
競
技
ま
た
は

研
究
・
政
策
な
ど
の
活
動
に
お
い

て
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た
児
童
生

徒
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

北
川
　
麦
（
市
議
会
議
員
）

市
議
会
議
員
と
し
て
１６
年
５
カ

月
の
間
、
地
方
自
治
発
展
伸
張
に

貢
献

福
岡
　
正
（
市
議
会
議
員
）

市
議
会
議
員
と
し
て
１２
年
５
カ

奧
空
　
大
智
（
川
田
中
小
学
校
）

平
成
１８
年
第
３
回
高
校
生
産
業

教
育
交
流
展
　
小
・
中
学
生
図
画

展
　
小
学
校
の
部
　
最
優
秀
賞

開
　
愛
華
（
川
田
中
小
学
校
）

四
国
森
林
管
理
局
主
催
　
第
２

回
森
林
の
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

「
四
国
森
林
管
理
局
長
賞
」

徳
永
　
沙
紀
（
山
川
中
学
校
）

四
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
部
　
個
人
優
勝

松
家
　
梓
（
山
川
中
学
校
）

四
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
部
　
個
人
優
勝

林
　
亜
佑
美
（
美
郷
中
学
校
）

四
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会

四
種
競
技
　
第
３
位

徳
島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

走
高
跳
・
四
種
競
技
　
優
勝

【
団
体
】

山
川
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
徳
島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
優
勝

四
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
第
３
位

川
島
中
学
校
野
球
部

第
２３
回
徳
島
県
中
学
校
軟
式
野

球
選
手
権
大
会
　
優
勝

第
２４
回
四
国
中
学
校
秋
季
軟
式

野
球
大
会
　
第
３
位

【
教
育
功
労
者
】

田
渕
　
友
子

吉
野
川
市
立
学
校
通
算
２７
年
在

職
　
事
務
担
当
と
し
て
よ
く
職
務

に
精
励

大
賀
　
清
美
（
川
島
小
学
校
）

吉
野
川
市
立
学
校
通
算
２５
年
在

職
　
事
務
担
当
と
し
て
よ
く
職
務

に
精
励

【
児
童
・
生
徒
】

真
鍋
　
は
る
か
（
牛
島
小
学
校
）

児
童
会
会
長
と
し
て
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
　
児
童
会
発
展
お

よ
び
地
域
福
祉
活
動
に
貢
献

委
員
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

２１
年
の
間
、
民
生
の
安
定
と
児
童

福
祉
の
向
上
に
貢
献

井
内
　
久
子
（
民
生
委
員
・
児
童

委
員
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

１８
年
の
間
、
民
生
の
安
定
と
児
童

福
祉
の
向
上
に
貢
献

小
西
　
ミ
ネ
（
民
生
委
員
・
児
童

委
員
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

２１
年
の
間
、
民
生
の
安
定
と
児
童

福
祉
の
向
上
に
貢
献

鈴
木
　
る
り
子
（
民
生
委
員
・
児

童
委
員
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

１８
年
の
間
、
民
生
の
安
定
と
児
童

福
祉
の
向
上
に
貢
献

村
田
　
芳
久

多
年
に
わ
た
る
桜
の
植
樹
活
動

を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
・
観

光
振
興
・
環
境
緑
化
の
推
進
に
貢

献桑
田
　
ト
シ
江
（
森
藤
村
づ
く
り

推
進
協
議
会
会
長
）

多
年
に
わ
た
る
地
域
活
動
・
世

代
交
流
を
通
じ
て
地
域
の
活
性

化
・
環
境
保
護
の
推
進
に
貢
献

月
の
間
、
地
方
自
治
発
展
伸
張
に

貢
献

増
富
　
義
明
（
市
議
会
議
員
）

市
議
会
議
員
と
し
て
１１
年
９
カ

月
の
間
、
地
方
自
治
発
展
伸
張
に

貢
献

藤
本
　
敏
男
（
自
治
会
長
）

自
治
会
長
と
し
て
１２
年
５
カ
月

の
間
、
職
務
に
精
励
し
、
町
内
自

治
の
振
興
に
貢
献

櫛
田
　
澄
子
（
民
生
委
員
・
児
童

2007年（平成19年）12月12日
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》

ま
が
り
か
ど
　
車
が
そ
こ
に
　
来
て
る
か
も

佐
野
　
巴
南
（
西
麻
植
小
学
校
三
年
）

ごみの野焼きは法律で禁止されています。絶対にしないように！

市表彰受賞者

市教育表彰受賞者

市
　
表
　
彰

市
教
育
表
彰

吉
野
川
市
表
彰
・
市
教
育
表
彰
式 
平
成
　
年
度 

１９ 



問
い
合
わ
せ

市
鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー

蕁
濆
５
６
９
７

▼
鴨
島
地
区

※
鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み

の
持
ち
込
み
は
、
燃
や
せ
る
ご
み

に
限
り
１２
月
２９
日
貍
の
午
前
中
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。

地域名 

A地域 新聞紙 

雑誌 

段ボール B地域 

12月27日 
貅 

12月28日 
貊 

12月5日 
貉 

12月12日 
貉 

12月6日 
貅 

12月13日 
貅 

A地域 

B地域 

1月7日 
豺 

1月4日 
貊 

1月9日 
貉 

1月16日 
貉 

1月17日 
貅 

1月24日 
貅 

12月19日 
貉 

12月17日豺 

12月18日貂 

12月21日貊 

新聞紙 

雑誌 

段ボール 

1月21日豺 

1月  8日貂 

1月11日貊 

12月26日 
貉 

1月23日 
貉 

1月30日 
貉 

資　源　ご　み 

カンビン類 古紙類 ペットボトル 
燃やせる 
ごみ 

埋立ごみ 
その他 

燃やせないごみ 

年
　
末 

年
　
始 

●
一
般
業
務

市
役
所
・
川
島
・
山
川
・

美
郷
庁
舎
は
１２
月
２９
日
貍
か

ら
来
年
１
月
３
日
貅
ま
で
閉

庁
し
ま
す
。
戸
籍
届
出
（
出

生
・
死
亡
・
婚
姻
な
ど
）
の

受
理
は
閉
庁
期
間
中
で
も
、

市
役
所
ま
た
は
山
川
庁
舎
で

行
い
ま
す
。

ま
た
閉
庁
期
間
中
は
、
印

鑑
登
録
証
明
書
・
住
民
票
自

動
交
付
機
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。問

い
合
わ
せ

市
市
民
生
活
課蕁

澤
２
２
１
０

●
ご
み
収
集
業
務

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
業

務
は
次
の
表
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

年
末
の
ご
み
は
早
め
に
整

理
し
、
決
め
ら
れ
た
日
時
に

決
め
ら
れ
た
場
所
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
県
外

在
住
者
へ
同
窓
会
等
の
開
催
案
内

を
送
る
際
に
同
封
し
て
い
た
だ
く

な
ど
し
て
、
最
も
移
住
の
可
能
性

が
高
い
地
元
出
身
者
に
、
ふ
る
さ

と
徳
島
の
様
子
や
定
住
者
の
声
、

Ｕ
タ
ー
ン
者
の
受
け
入
れ
環
境
な

ど
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

県
外
在
住
者
へ
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
送
付
に
つ
い
て
は
、
１
通
当

た
り
９０
円
を
上
限
に
、
徳
島
県
・

市
町
村
「
団
塊
の
世
代
対
策
」
推

進
協
議
会
か
ら
費
用
が
助
成
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
営
利
目
的
、
そ
の
他

公
序
良
俗
に
反
す
る
送
付
物
へ
の

同
封
は
助
成
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
秘
書
企
画
課

蕁
澤
２
２
２
１

１２
月
は
、
市
・
県
民
税
（
第
３

期
）
の
納
付
月
で
す
。
納
め
忘
れ

の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。納

期
限
　
　
　
１２
月
２５
日
貂

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課

蕁
澤
２
２
１
５

は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
）

徳
島
県
で
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
予
防
す
る
た
め
、
毎
月
３

回
以
上
鳥
小
屋
を
清
掃
・
消
毒
す

る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
ま

た
県
下
一
斉
の
取
り
組
み
と
し

て
、
愛
が
ん
鳥
を
飼
っ
て
い
る
方

へ
消
毒
薬
を
無
料
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
熱
や
消
毒
薬
に
弱
く
、
鳥
小
屋

の
消
毒
は
発
生
の
予
防
に
大
変
効

果
的
で
す
。
消
毒
薬
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
農
業
振
興
課

蕁
澤
２
２
２
８

こ
の
た
び
、
吉
野
川
市
を
含
む

徳
島
県
東
部
１５
市
町
村
が
共
同
し

て
「
徳
島
県
へ
の
移
住
ガ
イ
ド
！

ふ
る
さ
と
と
く
し
ま
」
を
作
成
し

ま
し
た
。

鳥
や
動
物
に
触
っ
た
後
は
、
必

ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
フ
ン
な

ど
は
速
や
か
に
処
理
し
、
清
潔
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
（
鶏

卵
・
鶏
肉
を
食
べ
る
こ
と
で
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
こ
と

2007年（平成19年）12月12日
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う
し
ろ
か
ら
　
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
」
と
　
こ
え
か
け
る

藤
井
　
舜
（
知
恵
島
小
学
校
二
年
）

情
報
ひ
ろ
ば 

お
知
ら
せ

年
末
年
始
業
務

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！！

１２
月
は
市
・
県
民
税
の

納
付
月

Ｕ
タ
ー
ン
者
向
け

Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い

分　　類 
ペットボトル 
カン等金属 
新聞紙 
段ボール 
ビン類 
雑誌 
粗大ごみ自己搬入 
埋立ごみ 
複合ごみ 
蛍光管・乾電池 
燃やせるごみ 

年末収集最終日 
12月  3日豺 
12月  5日貉 
12月12日貉 
12月13日貅 
12月19日貉 
12月20日貅 
12月23日豸 
12月26日貉 
12月27日貅 
12月26日貉 
12月28日貊 

年始収集開始日 
1月  7日豺 
1月  9日貉 
1月16日貉 
1月17日貅 
1月23日貉 
1月24日貅 
1月14日豺 
1月30日貉 
1月31日貅 
1月30日貉 
1月  4日貊 

▼
川
島
・
山
川
・
美
郷
地
区

問
い
合
わ
せ

市
西
環
境
セ
ン
タ
ー

蕁
瀚
５
３
３
３



近
い
将
来
、
高
い
確
率
で
発
生

す
る
と
さ
れ
て
い
る
南
海
・
東
南

海
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
る
た

め
、
日
本
赤
十
字
社
徳
島
県
支
部

か
ら
災
害
用
移
動
炊
飯
器
と
災
害

用
炊
飯
袋
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

移
動
炊
飯
器
は
軽
量
で
コ
ン
パ

ク
ト
な
組
み
立
て
式
な
の
で
持
ち

運
び
し
や
す
く
、
一
度
に
２
０
０

〜
２
４
０
人
分
の
炊
き
出
し
が
可

能
で
す
。

災
害
時
の
炊
き
出
し
救
護
や
地

域
の
防
災
訓
練
、
救
急
法
講
習
会

で
の
炊
き
出
し
な
ど
に
幅
広
く
活

用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
地
域
福

祉
課
（
川
島
庁
舎
１
階
）
で
管
理

し
て
い
ま
す
の
で
、
使
用
申
し
込

み
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
地
域
福
祉
課

蕁
澪
２
１
１
１

短
時
間
被
保
険
者
）
を
な
く
し
、

雇
用
保
険
の
基
本
手
当
の
受
給
資

格
要
件
を
一
本
化
し
ま
す
。

○
原
則
と
し
て
、
平
成
１９
年
１０
月

１
日
以
降
に
離
職
さ
れ
た
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

○
給
付
率
を
休
業
前
賃
金
の
４０
％

か
ら
５０
％
に
引
き
上
げ
ま
す
。

○
平
成
１９
年
４
月
１
日
以
降
に
職

場
復
帰
さ
れ
た
方
か
ら
平
成
２２
年

３
月
３１
日
ま
で
に
育
児
休
業
を
開

始
さ
れ
た
方
ま
で
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

○
本
来
は
「
３
年
以
上
」
の
被
保

険
者
期
間
が
必
要
で
あ
る
受
給
要

件
を
、
当
分
の
間
、
初
回
に
限
り

「
１
年
以
上
」
に
緩
和
し
ま
す
。

○
こ
れ
ま
で
被
保
険
者
期
間
に
よ

っ
て
異
な
っ
て
い
た
給
付
率
と
上

限
額
を
一
本
化
し
ま
す
。

○
い
ず
れ
の
措
置
も
平
成
１９
年
１０

月
１
日
以
降
に
指
定
講
座
の
受
講

を
開
始
さ
れ
た
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
労
働
局
職
業
安
定
部

蕁
０
８
８（
６
１
１
）５
３
８
３

○
ト
イ
レ
の
後
や
外
出
後
、
調
理

前
な
ど
に
手
洗
い
を
す
る

○
調
理
器
具
は
と
き
ど
き
次
亜
塩

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
素
系
漂
白

剤
）
で
殺
菌
す
る

○
汚
物
を
処
理
す
る
と
き
は
、
周

り
や
自
分
に
汚
染
が
広
が
ら
な
い

よ
う
に
注
意
す
る

◆
す
ぐ
に
医
者
に
診
て
も
ら
う

◆
自
己
判
断
で
下
痢
止
め
や
吐
き

気
止
め
を
飲
ま
な
い

◆
他
人
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
注

意
す
る

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
保
健
所
　
食
品
係

蕁
濆
１
１
１
４

○
こ
れ
ま
で
の
週
所
定
労
働
時
間

に
よ
る
被
保
険
者
区
分
（
短
時
間

労
働
者
以
外
の
一
般
被
保
険
者
／

参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

指
導
お
よ
び
支
援
事
業
、
名
所
や

史
跡
公
園
な
ど
で
住
民
団
体
が
行

う
み
ん
な
の
森
づ
く
り
事
業
、
緑

を
愛
し
育
て
る
豊
か
な
心
を
持
っ

た
少
年
隊
育
成
事
業
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
森
林
づ
く
り
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
緑
の
募
金
還
元
金

を
原
資
と
し
て
緑
化
推
進
活
動
に

取
り
組
む
団
体
に
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
１２
月
２５
日
貂
ま
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
林
業
振
興
課

蕁
潴
２
１
１
２

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
カ
キ
な
ど
の

二
枚
貝
を
生
で
食
べ
た
り
、
加
熱

不
十
分
な
加
工
食
品
を
食
べ
た
り

し
て
感
染
し
た
場
合
は
、
下
痢
や

嘔お
う

吐と

、
発
熱
な
ど
の
症
状
を
起
こ

し
ま
す
。

○
二
枚
貝
な
ど
を
生
で
食
べ
る
の

は
ひ
か
え
る

○
食
品
の
中
心
温
度
８５
℃
で
１
分

以
上
加
熱
す
る

検
察
審
査
会
は
、
検
察
官
が
被

疑
者
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ

と
（
不
起
訴
処
分
）
の
善
し
あ
し

を
審
査
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
選
挙

権
を
持
つ
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で

選
ば
れ
た
１１
人
の
検
察
審
査
員
で

組
織
さ
れ
、
審
査
の
結
果
次
第
で

は
、
起
訴
手
続
き
が
行
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
場
合

は
、
こ
の
制
度
の
趣
旨
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
検
察
審
査
会

蕁
０
８
８（
６
５
２
）３
１
４
１

平
成
１９
年
度
秋
期
家
庭
募
金
で

は
、
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
大
変
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
春
期
に
実
施
し

た
学
校
募
金
と
あ
わ
せ
て
、
約
３

０
７
万
円（
１０
月
末
現
在
）
を
「
社

団
法
人
と
く
し
ま
森
と
緑
の
会
」

へ
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

緑
の
募
金
は
、
森
林
づ
く
り
に

2007年（平成19年）12月12日
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夕
ぐ
れ
の
　
無
灯
自
転
車
　
事
故
の
も
と

鐡
田
　
詩
織
（
川
島
小
学
校
四
年
）

飲酒運転撲滅キャンペーン実施中！！（12月31日まで）

災
害
用
移
動
炊
飯
器
が

配
備
さ
れ
ま
し
た

配備された災害用移動炊飯器

ご
存
じ
で
す
か
？

検
察
審
査
会

緑
の
募
金
の
お
礼

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
注
意
！

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
予
防
の

ポ
イ
ン
ト

雇
用
保
険
の
受
給
資
格
要
件
が

変
わ
り
ま
す
　

雇
用
保
険
法
が
変
わ
り
ま
す

教
育
訓
練
給
付
の
要
件
・
内
容

が
変
わ
り
ま
す
　

育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
が

５０
％
に
上
が
り
ま
す
　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
か
な
？
　
と
思
っ
た
ら



裁
判
員
制
度
は
、
国
民
が
裁
判

員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
、

被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪

の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
刑
罰
と
す

る
の
か
な
ど
、
３
人
の
裁
判
官
と

一
緒
に
決
め
る
と
い
う
制
度
で

す
。
平
成
２１
年
５
月
ま
で
に
制
度

が
開
始
し
ま
す
。

徳
島
地
方
検
察
庁
で
は
、
裁
判

員
の
選
定
方
法
や
、
選
ば
れ
た
方

の
個
人
情
報
保
護
な
ど
に
つ
い
て

説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

無
料
で
職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣

し
た
り
、
裁
判
員
が
活
躍
す
る
映

画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ビ
デ
オ
を
無
料
で

配
布
・
貸
し
出
し
た
り
し
て
い
ま

す
。詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
地
方
検
察
庁
　
企
画
調
査
課

蕁
０
８
８（
６
５
２
）５
１
９
１

西
麻
植
幼
稚
園

蕁
濆
９
１
７
２

知
恵
島
幼
稚
園

蕁
濆
８
８
９
４

川
島
幼
稚
園

蕁
澪
２
３
８
０

学
島
幼
稚
園

蕁
澪
４
０
１
８

山
瀬
幼
稚
園

蕁
瀚
５
８
８
４

川
田
幼
稚
園

蕁
瀚
２
０
１
０

川
田
中
幼
稚
園

蕁
瀚
２
０
２
２

川
田
西
幼
稚
園

蕁
瀚
２
２
０
１

種
野
幼
稚
園

蕁
潴
２
９
０
０

問
い
合
わ
せ

市
学
校
教
育
課

蕁
瀚
４
１
１
４

現
在
、
園
児
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
奨
学
金
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
園
該
当
児

４
月
２
日
現
在
、
満
３
歳
か
ら
５

歳
の
幼
児

保
育
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
２
時
（
曜

日
に
よ
っ
て
変
更
あ
り
）

預
か
り
保
育
（
め
ぐ
み
フ
ァ
ミ
リ

ー
）希

望
さ
れ
る
方
に
、
幼
稚
園
の

保
育
時
間
を
除
い
て
、
午
前
７
時

３０
分
か
ら
午
後
６
時
３０
分
ま
で
預

か
り
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
・
冬
・
春
休
み
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

め
ぐ
み
幼
稚
園

蕁
澤
０
８
９
９

◆
夏
休
み

午
前
８
時
１５
分
〜
午

後
５
時
３０
分
／
月
額
１
万
９
０
０

０
円

※
通
常
保
育
・
預
か
り
保
育
と
も

に
送
迎
・
お
弁
当
・
別
途
教
材
費

が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

該
当
者
に
は
１
月
中
旬
に
入
園

通
知
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
１

月
３１
日
貅
ま
で
に
指
定
の
幼
稚
園

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
書
が
届
い
て
い
な

い
方
、
そ
の
他
入
園
に
つ
い
て
の

詳
細
は
、
指
定
の
幼
稚
園
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
立
幼
稚
園
連
絡
先

上
浦
幼
稚
園

蕁
濆
８
８
９
７

牛
島
幼
稚
園

蕁
濆
８
８
９
６

森
山
幼
稚
園

蕁
濆
８
８
９
５

鴨
島
幼
稚
園

蕁
濆
６
３
９
１

飯
尾
敷
地
幼
稚
園

蕁
濆
７
９
０
６

３１
日
貅
ま
で
に
次
の
事
務
局
ま
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
表
彰
人
員
は
、
お
お
む

ね
８０
人
で
す
の
で
、
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
事
務
局
で
選
考
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

事
務
局
　
吉
野
川
警
察
署
内

吉
野
川
市
交
通
安
全
協
会

蕁
澪
６
１
１
０

平
成
２０
年
度
の
幼
稚
園
児
を
募

集
し
ま
す
。

入
園
該
当
児

◆
年
少
組

平
成
１５
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
１６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

◆
年
長
組

平
成
１４
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
１５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

就
園
時
間

午
前
８
時
１５
分
〜
午

後
２
時

保
育
料

月
額
６
０
０
０
円

実
施
場
所

鴨
島
幼
稚
園

山
瀬
幼
稚
園
（
年
長
の
み
）

実
施
時
間
・
利
用
料

◆
通
常
時

幼
稚
園
終
了
後
〜
午

後
５
時
３０
分
／
月
額
５
０
０
０
円

（
７
月
は
月
額
３
０
０
０
円
）

と
き

１
月
２３
日
貉
・
３０
日
貉
、

２
月
４
日
豺
〜
２２
日
貊
・
２７
日
貉

※
全
日
程
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分

と
こ
ろ

西
麻
植
地
区
公
民
館

内
容

講
義
や
吉
野
川
市
・
阿
波

市
内
の
施
設
見
学
な
ど

対
象

こ
こ
ろ
の
病
に
関
心
が
あ

り
、
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方

定
員

２０
人

参
加
費

無
料
（
資
料
代
３
０
０

円
が
別
途
必
要
）

申
込
期
限

１
月
１５
日
貂

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ト
リ
エ
ひ
ま
わ
り

蕁
澤
０
７
８
０

徳
島
県
交
通
安
全
協
会
で
は
、

協
会
の
会
員
を
対
象
に
長
年
に
わ

た
り
無
事
故
・
無
違
反
で
、
交
通

規
則
を
良
く
守
り
、
常
に
安
全
運

転
に
心
が
け
、
他
の
運
転
者
の
模

範
と
な
る
方
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

表
彰
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１０
年
以
上
、

１５
年
以
上
、
２０
年
以
上
、
３０
年
以

上
の
無
事
故
・
無
違
反
の
方
と
し

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
１
月

2007年（平成19年）12月12日
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曲
が
り
角
　
そ
の
先
に
危
険
が
　
か
く
れ
ん
ぼ

東
屋
　
亜
星
（
学
島
小
学
校
五
年
）

裁
判
員
制
度
と
は
？

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座

優
良
運
転
者
表
彰

募
集

市
立
幼
稚
園
　
園
児
募
集

預
か
り
保
育

元気よく遊ぶ園児たち

め
ぐ
み
幼
稚
園
園
児
募
集



徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

で
は
、
県
西
部
の
方
を
対
象
に
弁

護
士
に
よ
る
法
律
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

養
育
費
や
自
己
破
産
な
ど
の
身

近
な
問
題
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。

子
ど
も
は
別
室
に
て
ア
ー
ト
バ

ル
ー
ン
で
遊
べ
ま
す
。
こ
の
機
会

に
親
子
そ
ろ
っ
て
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

と
き

１
月
２７
日
豸
午
後
１
時
３０

分
〜
４
時

と
こ
ろ

三
好
市
保
健
セ
ン
タ
ー

２
階

講
師

大
西
聡
さ
ん

申
込
締
切

１
月
１０
日
貅

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
子
ど
も
相
談
室

蕁
澪
６
６
１
８

出
演
者

住
友
隆
さ
ん
（
歌
手
）

紙
に
作
品
タ
イ
ト
ル
、
氏
名
（
グ

ル
ー
プ
の
場
合
は
グ
ル
ー
プ
名
と

代
表
者
名
）、
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
、
職
業
（
学
校
名
）、

年
齢
、
撮
影
し
た
市
町
村
名
と
撮

影
場
所
、
作
品
に
対
す
る
コ
メ
ン

ト
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

作
品
の
ラ
ベ
ル
等
に
も
作
品
タ
イ

ト
ル
と
名
前
（
代
表
者
名
）
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
は
、
総
務
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※
各
支
所
（
鴨
島
・
川
島
・
山
川
・

美
郷
）
に
も
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

発
表
方
法

１
月
下
旬
に
受
賞
者

に
対
し
て
総
務
省
か
ら
直
接
、
電

話
・
郵
送
で
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

３
月
に
Ｂ
Ｓ
日
テ
レ
お
よ
び
総

務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
発
表
さ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

「
市
町
村
合
併
を
し
た
あ
な
た
の

ま
ち
」
映
像
大
賞
事
務
局

〒
１
０
８
│
０
０
２
３

東
京
都
港
区
芝
浦
３
―
８
―
１０

Ｍ
Ａ
芝
浦
ビ
ル
４
階

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

蕁
０
１
２
０（
５
４
７
）７
８
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.so
u
m
u
.g
o
.jp
/g

a
p
e
i/p
d
f/e
izo
u
_1
.p
d
f

例
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
映
像
大

賞
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
「
市
町
村
合
併
を
し
た
あ

な
た
の
ま
ち
」

合
併
し
て
元
気
に
な
っ
た
ま
ち

並
み
や
行
事
、
合
併
し
て
住
民
サ

ー
ビ
ス
が
良
く
な
っ
た
こ
と
・
場

所
、
合
併
に
よ
る
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
合
併
し
て
も
変
わ
ら
ぬ

文
化
・
伝
統

な
ど
、
合
併

に
関
す
る
こ

と
な
ら
何
で

も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

募
集
内
容

募
集
テ
ー
マ
で
撮
影

し
た
５
分
以
内
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
映

像賞

優
秀
賞
１０
作
品
に
対
し
、
表

彰
状
と
記
念
品
を
授
与

応
募
資
格

プ
ロ
・
ア
マ
、
個
人
・

グ
ル
ー
プ
等
は
問
い
ま
せ
ん
。

締
め
切
り

平
成
２０
年
１
月
２１
日

豺
必
着

応
募
方
法

応
募
作
品
は
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
、
Ｓ
―
Ｖ
Ｈ
Ｓ
、

ミ
ニ
Ｄ
Ｖ
、
Ｄ
Ｖ
カ
ム
）
ま
た
は

Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
―
Ｒ
に
限
る
）

に
録
画
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用

職
種
【
介
護
職
員
】

応
募
条
件
等

２
級
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
以
上
を
有
す
る
方
／
年
齢
不

問
／
若
干
名
／
月
５
回
夜
勤
あ

り
／
社
会
保
険
制
度
あ
り

賃
金

日
額
６
５
０
０
円
（
夜
間

残
業
手
当
あ
り
）

選
考
方
法

面
接

選
考
日
・
場
所

と
き

１２
月
２３
日
豸
午
前
１０
時

と
こ
ろ

阿
北
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム

応
募
期
間

１２
月
１９
日
貉
午
後
５

時
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法

自
筆
履
歴
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

発
表

１２
月
２６
日
貉
、
本
人
に
通

知
し
ま
す
。（
１
月
４
日
付
け
採
用
）

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

阿
北
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合

蕁
濺
２
７
３
１

総
務
省
で
は
、
合
併
市
町
村
を

支
援
す
る
立
場
か
ら
、
合
併
後
の

新
た
な
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

動
き
な
ど
、
全
国
の
範
と
な
る
事
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標
語
優
秀
作
》

や
め
よ
う
ね
　
と
つ
ぜ
ん
と
び
だ
し
　
き
け
ん
で
す

村
田
　
伍
（
山
瀬
小
学
校
二
年
）

しない・させない・許さない！！　飲酒運転追放！！

阿
北
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
組
合
臨
時
職
員
募
集

「
市
町
村
合
併
を
し
た

あ
な
た
の
ま
ち
」

映
像
大
賞
の
作
品
募
集

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

催
し

第
１
０
１
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

ま
ち
か
ど
美
術
館

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

と
き

１２
月
１６
日
豸
午
後
１
時

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決
行
）

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
商
店
街
の
店
舗

に
鴨
島
美
術
グ
ル
ー
プ
や
ア
マ
チ

ュ
ア
の
画
家
・
写
真
家
等
の
作
品

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tc
u
.o
r.jp
/ka
m
o

jim
a
/m
a
c
h
ic
o
n
/

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会

蕁
濆
３
７
２
５（
鎌
田
）

と
き

１２
月
３１
日
豺
午
前
１１
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ

美
郷
温
泉

打
ち
た
て
の
年
越
し
そ
ば
を
食

べ
て
、
新
年
を
迎
え
ま
せ
ん
か
？

１
食
５
０
０
円
／
限
定
１
２
０
食

（
※
１
時
間
ご
と
に
２０
食
・
要
予

約
）問

い
合
わ
せ

美
郷
温
泉

蕁
潴
２
６
２
６

年
越
し
そ
ば
は

い
か
が
で
す
か
？



対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知
識

や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指
導

※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き

１２
月
１７
日
豺
、
１
月
７
日

豺
・
２１
日
豺

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き

１２
月
１２
日
貉
、
１
月
９
日

貉午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

蕁
濆
２
１
６
６

日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
交

通
事
故
の
解
決
に
お
困
り
の
方
の

た
め
に
、
全
国
に
「
自
動
車
保
険

請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
お
よ

び
任
意
自
動
車
保
険
の
請
求
に
つ

い
て
、
無
料
で
相
談
を
受
け
付
け

と
き

１
月
６
日
豸
午
前
１０
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

〒
７
７
６
│
０
０
１
１

吉
野
川
市

鴨
島
町
鴨
島
甲
１
番
地

鴨
島
公
民
館

蕁
濆
５
１
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.sm
ile
tru
st.c
o
m

/co
m
m
u
n
ity/

と
き

１２
月
２３
日
豸
、
１
月
２７
日

豸
午
後
１
時
３０
分

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

蕁
瀚
６
６
１
１

○
上
学
年
（
小
学
校
４
〜
６
年
生
）

午
後
１
時
〜
３
時
、
定
員
２５
人

講
師

吉
野
川
市
書
人
会
員

参
加
費

無
料

準
備
物

な
し
（
書
道
用
具
一
式
、

画
仙
紙
な
ど
は
書
人
会
で
用
意
し

ま
す
）

※
保
護
者
同
伴
で
参
加
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

と
き

１
月
１３
日
豸

○
制
作
　
午
前
１０
時
〜
正
午

○
た
こ
あ
げ
　
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
研

修
室
２
お
よ
び
ロ
ビ
ー
、
鴨
島
運

動
場
（
旧
鴨
島
県
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

講
師

筒
井
豊
さ
ん

定
員

２０
組

参
加
費

５
０
０
円

準
備
物

は
さ
み

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー蕁

澤
０
０
１
５

メ
ド
レ
ー
」
な
ど

と
き

１
月
１２
日
貍
〜
１４
日
豺

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日

は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル

展
示
内
容

洋
画
、
日
本
画
、
水

墨
画
、
絵
手
紙

と
き

１２
月
２３
日
豸
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
研

修
室
４

講
師

嵯
峨
御
流
　
仁
木
葉
甫
さ

ん定
員

２０
人

材
料
費

１
５
０
０
円

準
備
物

花
ば
さ
み
、
新
聞
紙
、

メ
モ
用
紙
、
筆
記
用
具

と
き

１
月
６
日
豸

と
こ
ろ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
和

室対
象

○
下
学
年
（
小
学
校
１
〜
３
年
生
）

午
前
１０
時
〜
正
午
、
定
員
２０
人

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

日
本
損
害
保
険
協
会
　
四
国
支
部

〒
７
７
０
│
０
８
４
１

徳
島
市
八
百
屋
町
２
―
７
　
朝
日

生
命
徳
島
ビ
ル
７
階

蕁
０
８
８（
６
２
２
）５
２
７
９

グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
お
披
露
目

の
コ
ン
サ
ー

ト
。
今
回
は
サ

ッ
ク
ス
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。

と
き

１２
月
２２
日
貍
午
後
２
時
〜

３
時

と
こ
ろ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル

演
奏
者

ピ
ア
ノ
　
前
田
千
絵
さ

ん
、
サ
ッ
ク
ス
　
安
友
孝
宣
さ
ん

入
場
料

無
料

曲
目

バ
ッ
ハ
「
主
よ
人
の
望
み

の
よ
ろ
こ
び
よ
」、「
ク
リ
ス
マ
ス
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う
し
ろ
で
も
　
き
ち
ん
と
し
め
て
ね
　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

植
地
　
美
月
（
川
田
小
学
校
二
年
）

相
談

巡
回
職
業
相
談

自
動
車
保
険
請
求
相
談

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

一
日
体
験
講
座
の
ご
案
内

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

鴨
島
歌
謡
ク
ラ
ブ
発
表
会

阿
波
の
民
話
を
演
じ
る

発
表
会

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

お
正
月
用
生
け
花
教
室

子
ど
も
書
き
初
め
教
室

親
子
た
こ
づ
く
り
・

た
こ
あ
げ
教
室

谷や斜面の危険個所の調査のお知らせ 
《 問い合わせ　県川島土木事務所河川砂防課　蕁濟3754 》 

平成20年3月下旬まで、土石流危険渓流や急傾斜地危険個所などの谷や斜面の状況を調査します。 
調査の際に、受託業者が私有地に立ち入らせていただくことがありますので、ご協力をお願いします。 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

第
３
回
吉
野
川
市
・

阿
波
市
二
市
絵
画
交
流
展
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ま
が
り
角
　
い
つ
も
き
け
ん
が
　
か
く
れ
て
る

藤
本
　
基
（
川
田
中
小
学
校
四
年
）

12月・1月の健康づくり教室（40歳以上65歳未満の方対象） 

12月・1月の介護予防教室（65歳以上の方対象） 

●問い合わせ　市健康推進課　蕁澪6615 

●問い合わせ　市地域福祉課　蕁澪6627 

１２
 
　
月
 

１２
 
　
　
　
　
　
月
 

１ 

　
　
　
月 

１
　
　
　
　 

月 

健
康
相
談
 

日 

１３ 

１７ 

21

曜日 

木 

月 

金 

地区 

山 川  

鴨 島  

鴨 島  

場　　　所 

中部農業構造改善センター 

上浦地区公民館 

西麻植会館 

内　　　容 

栄 養 教 室

栄 養 教 室

栄 養 教 室

時　間 

9：30～11：00 

13：30～14：30 

10：00～11：00

健
康
相
談
 

日 

8 

10 

11 

15 

16 

17

曜日 

火 

木 

金 

火 

水 

木 

日 

12 

14 

17 

18
 

 

19
 

 

20 

 

21 

 

25

曜日 

水 

金 

月 

火
 

 

水
 

 

木 

 

金 

 

火 

地区 

山 川  

鴨 島  

鴨 島  

山 川  

美 郷  

鴨 島  

場　　　所 

山瀬地区公民館 

飯尾敷地地区公民館 

喜来老人憩の家 

西川田福祉センター 

中枝老人憩の家 

森山地区公民館 

場　　　所 

川島公民館近久分館 

三ツ島西公会堂 

知恵島老人憩の家 

川島公民館二ツ森分館 

城戸下浦高開集落センター 

中古井広域集落センター 

川島公民館敷地分館 

こだま会館 

鍛冶屋敷公会堂 

川島公民館吉本分館 

上谷集落センター 

三山老人憩の家 

内　　　容 

体 脂 肪 率 測 定  

栄 養 教 室

体 脂 肪 率 測 定  

栄 養 教 室

体 脂 肪 率 測 定  

体 脂 肪 率 測 定  

時　間 

9：30～11：00 

10：00～11：00 

10：00～11：00 

13：30～15：00 

13：30～15：00 

10：00～11：00

時　間 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

13：30～14：30 

9：00～10：00 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

10：00～11：00 

13：30～14：30 

9：30～11：00

健

康

チ

ェ

ッ

ク
 

地区 

川 島  

川 島  

鴨 島  

川 島  

美 郷  

美 郷  

川 島  

川 島  

川 島  

川 島  

美 郷  

美 郷  

内　　　容 

 

介 護 予 防 体 操  

 

 

 

 

 

介 護 予 防 体 操  

 

 

 

口 腔（ こうくう）ケア 

日 

7 

8
 

 

9
 

 

10
 

 

11

曜日 

月 

火
 

 

水
 

 

木
 

 

金 

場　　　所 

立石公会堂 

川島公民館神後分館 

川島公民館 

川島公民館近久分館 

中部農業構造改善センター 

川島公民館久保田分館 

麦原地区コミュニティセンター 

東児島老人憩の家 

時　間 

13：30～14：30 

9：30～10：30 

13：30～14：30 

9：30～10：30 

9：30～11：00 

9：30～10：30 

13：30～14：30 

9：00～10：00

健
康
チ
ェ
ッ
ク
 

地区 

川 島  

川 島  

川 島  

川 島  

山 川  

川 島  

山 川  

川 島  

内　　　容 

 

 

 

介 護 予 防 体 操  

 

 

介 護 予 防 体 操  
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う
ん
て
ん
中
　
出
る
な
さ
わ
る
な
　
け
い
た
い
で
ん
わ

森
本
　
千
紗
都
（
川
田
西
小
学
校
二
年
）

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
１２
月
、
１
月
の
休
室
日

木
曜

日
、
年
末
年
始
（
１２
月
２８
日
貊
〜

１
月
３
日
貅
）

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
い
つ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

h
ttp
://lib

ra
ry
.c
ity
.y
o
s
h
i

n
o
g
a
w
a
.lg
.jp
/ilisw

in
g
/w
e
/

o
p
ac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
１２
月
１４
日
貊
・
２１

日
貊
、
１
月
１１
日
貊
・
１８
日
貊
・

２５
日
貊

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず

か
に
な
り
ま
し
た
。

年
の
瀬
は
な
に
か
と
慌
た
だ
し

く
な
り
が
ち
で
す
。
一
息
つ
い
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
た
め
に
も
、

時
間
を
作
っ
て
本
を
読
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
１２
月
、
１
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日（
１２
月
２８
日
貊
、１
月
３１
日
貅
）、

年
末
年
始
（
１２
月
２８
日
貊
〜
１
月

３
日
貅
）

◆
講
談
社
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
に
よ
る
お
は
な
し
会

１
月
１３
日
豸
午
後
２
時
か
ら
（
約

１
時
間
）

◆
映
画
会

１２
月
１５
日
貍
・
２２
日
貍
（
ク
リ
ス

マ
ス
映
画
会
）、
１
月
５
日
貍
・

１９
日
貍
の
午
後
２
時
か
ら
（
約
２

時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
１２
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
１２
月
、
１
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日（
１２
月
２８
日
貊
、１
月
３１
日
貅
）、

年
末
年
始
（
１２
月
２９
日
貍
〜
１
月

３
日
貅
）

◆
冬
の
遊
び
手
作
り
教
室

〜
た
こ
作
り
〜

と
き

１
月
２６
日
貍
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ

図
書
館
２
階

講
師

西
山
欣
子
さ
ん

◆
開
室
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
１２
月
、
１
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
（
１２

月
２８
日
貍
〜
１
月
３
日
貅
）

※
１２
月
２３
日
豸
は
開
館
し
、
２４
日

豺
は
閉
館
し
ま
す
。）

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

川
島
図
書
館
蕁
澪
３
１
４
１

鴨
島
図
書
室
（
鴨
島
公
民
館
内
）

蕁
濆
５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

蕁
潴
２
８
１
１

山
川
図
書
館
蕁
瀚
５
２
２
２

図
書
だ
よ
り

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
３０
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙

芝
居
な
ど

◆
絵
本
と
お
話
の
会
・
ク
リ
ス
マ

ス
会

と
き

１２
月
２２
日
貍
午
前
１０
時
３０

分と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
２
階
視
聴

覚
室

内
容

大
型
紙
芝
居
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
ゲ
ー
ム
な
ど

※
仮
装
を
希
望
す
る
お
子
さ
ま

は
、
午
前
１０
時
か
ら
受
け
付
け
し

ま
す
。

◆
新
刊
情
報

『
歪
ん
だ
顔
』

西
村
京
太
郎
著

『
三
国
志
　
第
６
巻
』

宮
城
谷
昌
光
著

『
黒
水
熱
』

ヴ
ァ
シ
ィ
章
絵
著

『
秘
め
ら
れ
た
貌
』

ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・
パ
ー
カ
ー
著

『
フ
ェ
イ
ス
フ
ル
・
ス
パ
イ
』

ア
レ
ッ
ク
ス
・
ベ
レ
ン
ス
ン
著

『
交
渉
人
遠
野
麻
衣
子
・
最
後
の

事
件
』

五
十
嵐
貴
久
著

『
愛
の
挨
拶
』

本
岡
類
著

『
追
伸
』

真
保
裕
一
著

『
リ
バ
ー
ス
』

石
田
衣
良
著

『
夕
映
え
』

宇
江
佐
真
理
著

『
定
年
か
ら
始
め
る
男
の
料
理
』

北
連
一
著

『
幸
せ
さ
が
し
』

鎌
田
實
著

『
花
水
木
』

今
野
敏
著

『
ホ
ー
ム
レ
ス
中
学
生
』田

村
裕
著

『
約
束
の
地
で
』

馳
星
周
著

『
ま
ぼ
ろ
し
ハ
ワ
イ
』

よ
し
も
と
ば
な
な
著

『
名
残
り
火
』

藤
原
伊
織
著

『
貸
し
込
み
　
上
・
下
』黒

木
亮
著

『
警
官
の
血
　
上
・
下
』

佐
々
木
譲
著

『
女
衒
の
供
養
』

澤
田
ふ
じ
子
著

『
つ
く
も
が
み
貸
し
ま
す
』

畠
中
恵
著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
恐
怖
の
ト
ン
ネ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
』

た
か
い
よ
し
か
ず
著

『
ゾ
ン
ビ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
』

か
と
う
く
み
こ
著

『
針
つ
く
り
の
花
む
こ
さ
ん
』

瀬
戸
内
寂
聴
著

『
風
の
陰
陽
師
』
三
田
村
信
行
著

『
ほ
っ
き
ょ
く
の
ナ
ヌ
ー
』

レ
ベ
ッ
カ
・
ベ
イ
ン
ズ
著

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川



１０
月
に
加
古
川
市
で
、
小
学
校

２
年
生
の
女
児
が
殺
害
さ
れ
る
痛

ま
し
い
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
も

う
一
度
次
の
よ
う
な
こ
と
を
確
か

め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
の
目
線
で
安
全
対
策
を

考
え
て
く
だ
さ
い
。
大
人
と
子
ど

も
で
は
、
危
険
な
場
所
が
異
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

通
学
路
に
あ
る
、
子
ど
も
に
と

っ
て
危
険
な
場
所
や
不
安
な
場
所

を
子
ど
も
と
一
緒
に
点
検
し
ま
し

ょ
う
。

下
校
時
、
友
達
と
別
れ
て
か
ら

自
宅
ま
で
一
人
に
な
る
こ
と
が
あ

る
場
合
は
、
危
険
場
所
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
ど
の
よ
う
な
対
策
を

と
っ
た
ら
よ
い
か
子
ど
も
と
一
緒

に
話
し
合
う
こ
と
で
、
子
ど
も
の

防
犯
意
識
が
高
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
大
音
量
で
危
険
を
知
ら

せ
る
防
犯
ブ
ザ
ー
も
防
犯
対
策
の

ひ
と
つ
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き

に
使
え
る
よ
う
に
、
正
し
い
使
い

方
を
指
導
し
、
電
池
の
点
検
も
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

青
信
号
で
も
　
車
は
来
る
よ
　
忘
れ
ず
に

近
藤
　
歩
実
（
種
野
小
学
校
三
年
）

地
元
の
人
権
教
育
啓
発
講
師
団

が
人
権
問
題
解
決
の
た
め
、
各
地

で
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
師
団
紹
介
濟

講
演
テ
ー
マ

「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

川
島
町
在
住
。

遊
び
の
文
化
を
と
お
し
て
、
子

ど
も
の
人
権
と
高
齢
者
の
人
権
を

併
せ
て
考
え
る
。

高
齢
者
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
。「

校
舎
の
な
い
学
校
」
に
お
は

じ
き
、
お
手
玉
、
ビ
ー
玉
、
ベ
ー

ゴ
マ
を
持
ち
込
ん
で
、
子
ど
も
と

高
齢
者
を
つ
な
ぐ
。

そ
し
て
「
子
ど
も
が
遊
べ
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
力
を
そ
そ
ぐ
。

「
遊
べ
、
遊
べ
、
集
え
」
頑
固

お
や
じ
の
浪
花
節
。
次
世
代
育
成

に
汗
を
か
こ
う
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課

蕁
澤
２
２
２
９

講
師
団
活
躍
中

傑
怪

森
もり

依 顕
よりあき

青
少
年
育
成
補
導

お
手
つ
だ
い

飯
尾
敷
地
小
学
校
　
早
見
　
美
夢
　

お
手
つ
だ
い
は
と
て
も
楽
し
い

毎
日
　
お
母
さ
ん
の
お
手
つ
だ
い
を
し
て
い
る

り
ょ
う
り
も
し
て
い
る

た
ま
ご
や
き

や
さ
い
い
た
め

作
っ
た
あ
と
に
い
つ
も

「
お
手
つ
だ
い
あ
り
が
と
う
」

と
言
っ
て
く
れ
る

わ
た
し
は
そ
の
こ
と
ば
が

一
番
大
す
き

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
２
号
よ
り
）

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
、
次

の
よ
う
な
こ
と
を
知
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

①
危
険
な
場
所

悪
い
こ
と
を
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
周
り
の
人
か
ら
見
つ
か
り

に
く
い
場
所
や
見
え
に
く
い
場
所

を
選
び
ま
す
。

●
子
ど
も
が
声
を
か
け
ら
れ
た

り
、
不
審
者
が
出
た
り
し
た
こ
と

が
あ
る
場
所

●
事
件
や
事
故
が
起
こ
っ
た
場
所

●
街
灯
が
少
な
く
、
暗
い
場
所

●
周
囲
か
ら
見
通
し
の
悪
い
公
園

や
神
社

●
使
わ
れ
て
い
な
い
家
や
建
物

●
見
通
し
の
悪
い
道
や
交
差
点

●
近
寄
る
と
危
険
な
川
や
池

②
安
全
な
場
所

事
件
や
事
故
に
遭
っ
た
と
き
に

助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

こ
ろ
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

次
の
よ
う
な
場
所
が
皆
さ
ん
に
と

っ
て
安
全
な
場
所
で
す
。

○
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家

○
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所

○
学
校
、
市
役
所

○
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

○
郵
便
局
、
銀
行
、
Ｊ
Ａ
、
病
院
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

③
学
校
か
ら
自
宅
ま
で
の
距
離
や

時
間友

達
と
別
れ
て
か
ら
自
宅
ま
で

の
距
離
や
時
間
が
長
い
ほ
ど
、
危

険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

④
防
犯
グ
ッ
ズ

犯
罪
や
事
故
か
ら
身
を
守
る
防

犯
グ
ッ
ズ
を
持
つ
こ
と
も
防
犯
対

策
の
１
つ
で
す
。

○
大
き
な
音
で
危
険
を
知
ら
せ
る

防
犯
ブ
ザ
ー

○
暗
い
道
を
照
ら
す
携
帯
ラ
イ
ト

○
携
帯
で
き
る
ホ
イ
ッ
ス
ル

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

蕁
澪
６
６
２
０
蕭
澪
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tc
u
.o
r.jp
/iku
sei

center/

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
へ

子
ど
も
が
事
故
に
遭
い
や
す
い

場
所
の
例
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12・1月 
休日・夜間在宅当番医表 ●平日／17時～23時　●休日／8時～23時 

※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。 
●○印は、休日診療日です。 
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。 
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確認
の上、ご利用ください。　　 ●問い合わせ／市健康推進課蕁澪6615

医　院　名 

鴨 島 病 院  

富 本 医 院  

工 藤 内 科 医 院  

井 内 内 科  

石 原 小 児 科  

島 野 外 科 内 科  

高橋皮膚科クリニック 

杏 和 医 院  

中西内科クリニック 

タ ナ カ 医 院  

鴨島耳鼻咽喉科  

大 久 保 診 療 所  

糸 田 川 眼 科  

いぬい産科婦人科クリニック 

リバーサイドクリニック岡田 

電話番号 

24－6565 

42－3123 

42－3113 

24－3070 

24－2388 

25－3060 

24－5122 

22－0333 

42－6755 

22－1800 

24－8070 

24－1703 

24－2531 

22－1230 

24－8884

1月 

21 

24 

23 

22 

 

26 

25 

28 

29 

30 

31

12月 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26

1月 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

12月 

27 

28 

29 

30 

31

1月 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

27

12月 医　院　名 

石原内科循環器科 

グリーン耳鼻咽喉科 

森 住 内 科 医 院  

三木リハビリテーション病院 

岡田医院（川島） 

糸田川クリニック 

梶本胃腸科内科  

麻名内科外科クリニック 

山下耳鼻咽喉科クリニック 

さ く ら 診 療 所  

古 本 胃 腸 科  

かなめ小児科内科クリニック 

松 永 医 院  

杉 山 医 院  

矢 田 医 院  

電話番号 

24－2536 

24－2488 

22－3010 

42－6616 

25－3566 

24－7555 

24－2413 

26－0020 

42－7533 

42－5520 

24－7377 

26－0310 

42－2110 

25－2802 

25－2006

医　院　名 

木村内科胃腸科  

谷 医 院  

後 藤 田 外 科  

美 摩 病 院  

筒 井 クリニック  

鈴木内科（敷地） 

鈴木内科（喜来） 

阿 部 整 形 外 科  

岸 整 形 外 科  

渡 辺 医 院  

四 宮 医 院  

◎小児救急医療体制…日曜日の9時～18時、
小児科専門医が診てくれます。 
●麻植協同病院 
●阿波病院（第1・3・5週だけ） 

 
 

蕁濆2101 
蕁濺5151

電話番号 

24－6413 

42－2353 

24－2720 

24－2957 

24－3300 

24－5880 

24－3413 

24－4880 

25－3133 

24－7177 

25－2016

※
累
計
は
1
月
か
ら
の
も
の 平成19年11月１日現在 

市民のうごき 

住民基本台帳（前月比） 

計 
男 
女 
世帯数 

※65歳以上 
　　計 12,817人　男 5,246人　女 7,571人 

46,118 
21,931 
24,187 
17,077

（－44） 
（－28） 
（－16） 
（－  1） 

人 
人 
人 
世帯 

（－  1） 
（＋  4） 
（－  5） 
（－  3） 

350 
71 
279 
321

人 
人 
人 
世帯 

外国人登録（前月比） 

〈 人 権 相 談 〉 

飯尾敷地コミュニティセンター 

川島庁舎201会議室 

 

美郷庁舎2階会議室 

山川庁舎101会議室 

川島公民館会議室 

市役所1階相談室 

 

市役所1階相談室 

市役所1階相談室 

13：30～16：00 

13：30～16：00 

 

13：00～16：00 

10：00～12：00 

13：00～16：00 

9：00～12：00 

 

10：00～12：00 

10：00～12：00

1月10日貅 

1月15日貂 

 

12月20日貅 

1月  7日豺 

1月  8日貂 

1月10日貅 

 

12月21日貊 

1月18日貊 

〈 行 政 相 談 〉 

〈司法書士会による無料法律相談〉 

今
月
の
納
税 

市
・
県
民
税 

納
期
限 

第
３
期 

1２
月
２５
日
貂 

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動 

火 災  

救急出動 

0件 9
月 

累
計
 

18件 

112件 9
月 

累
計
 

1223件 

●
飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
追
放
　
●
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

●
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
反
射
材
の
活
用
　
　 

●
全
席
に
お
け
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使
用
の
徹
底 

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動 

平
成
　
年
　
月
　
日
か
ら 

19

12

10

20

1

10

平
成
　
年
　
月
　
日
ま
で 

と
き

平
成
２０
年
１
月
２０
日
豸

開
場
　
午
後
１
時
　
　
開
演
　
午
後
１
時
３０
分

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

出
演

宮
川
大
助
・
花
子
、
平
和
ラ
ッ
パ
・
梅
乃
ハ
ッ
パ
、
横

木
ジ
ョ
ー
ジ
・
レ
ミ
、
矢
野
・
兵
動
、
川
上
じ
ゅ
ん

入
場
料

一
般
２
０
０
０
円
、
小
学
生
以
上
高
校
生
以
下
１
０

０
０
円
（
当
日
は
５
０
０
円
増
）

チ
ケ
ッ
ト
は
鴨
島
公
民
館
、
吉
野
川
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
キ
ヨ
ス
ク
売
店
、
宮
脇
書
店
鴨
島
店
、
サ
ン
ク
ス

土
成
店
、
小
山
助
学
館
本
店
な
ど
で
販
売
中
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

〒
７
７
６
│
０
０
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
甲
１
番
地

鴨
島
公
民
館
　
蕁
濆
５
１
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.sm
iletru

st.co
m
/co
m
m
u
n
ity/

宝
く
じ
文
化
公
演

よ
し
も
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー


